
第８章 芸術・文化



１．芸術文化鑑賞機会提供事業

令和３年度実績   公演等総数(134回)  参加児童生徒総数(14,567人)  その他の参加者(275人) 

（１）文化庁提供事業

①「文化芸術による子供育成総合事業」（巡回公演事業）

令和３年度

開催場所 備考
児童生徒

数(人)
職員保護
者数(人) 参加校 公演数 種目 制作・公演団体・演目

糸満市立糸満南小学校 １次募集 489 20 1 1 和太鼓

糸満市立喜屋武小学校 １次募集 69 15 1 1 和太鼓

沖縄市立越来小学校 １次募集 242 25 1 1 児童劇 ［ピン・ポン］劇場創造ネットワーク

宮古島市立伊良部島小中学校 １次募集 309 20 1 1 バレエ 谷桃子バレエ団

恩納村立恩納小学校 WSのみ 260 26 1 1 ミュージカル 演劇集団遊玄社

竹富町立波照間小中学校 WSのみ 45 1 1 バレエ

伊江村立伊江中学校 １次募集 96 33 1 1 バレエ

本部町立上本部小学校 １次募集 296 30 1 1 オーケストラ

宜野座村立宜野座中学校 １次募集 242 40 1 1 オーケストラ

沖縄市立諸見小学校 １次募集 403 1 1 合唱

読谷村立古堅中学校 １次募集 572 41 1 1 合唱

計11校 3,023 250 11 11

11月16日
公益財団法人　九州交響楽団

11月17日

11月24日
びわ湖ホール声楽アンサンブル

11月25日

11月2日

11月8日

11月9日

11月10日
谷桃子バレエ団

11月12日

第８章　芸術 ・文化
第１節　文化芸術の振興

　文化庁や文化財団、市町村教育委員会及び学校等との共催により、児童生徒の豊かな感性を育むとともに本県
芸術文化の振興を図ることを目的とする。児童生徒や一般県民に我が国の優れた舞台芸術等を鑑賞する機会を提
供するとともに団体等との共演に参加したりするなど、児童生徒の文化活動の充実・発展をめざし下記の事業を実
施した。

　小学校・中学校等において舞台芸術公演を行い、優れた舞台芸術を鑑賞する機会を提供する。その際、事前に
ワークショップを行い、児童・生徒を実演に参加させるとともに、実技指導又は鑑賞指導を行う。

開催月日

10月18日
東京打撃団

10月19日
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②「文化芸術による子供育成総合事業」（芸術家の派遣事業）

令和３年度

開催校 備考
児童生徒

数(人)
職員保護
者数(人)

公演
回数 分野 内容 被派遣者氏名

沖縄県立島尻特別支援
学校

１次募集 64 2 音楽 F　その他 比嘉　誠実
沖縄県立桜野特別支援
学校

１次募集 24 1 音楽 E　管楽器

沖縄県立名護特別支援
学校

１次募集 50 1 音楽 E　管楽器

沖縄県立泡瀬特別支援
学校

１次募集 音楽 E　管楽器

沖縄県立美咲特別支援
学校はなさき分校

１次募集 59 1 音楽 E　管楽器

沖縄県立西崎特別支援
学校

１次募集 音楽 E　管楽器

沖縄県立大平特別支援
学校

１次募集 音楽 E　管楽器

沖縄県立森川特別支援
学校

１次募集 音楽 E　管楽器

沖縄県立鏡が丘特別支
援学校

１次募集 音楽 E　管楽器

沖縄県立美咲特別支援
学校

１次募集 音楽 E　管楽器

沖縄県立中部農林高等
学校

１次募集 240 3 演劇 A　現代劇 島袋　寛之
沖縄県立那覇西高等学
校

１次募集 241 3 音楽 F　その他 比嘉　誠実

浦添市立港川小学校 １次募集 143 2 舞踊 C　身体表現 北尾　亘

浦添市立神森小学校 １次募集 203 3 音楽 D　パーカッション

浦添市立宮城小学校 １次募集 110 2 音楽 D　パーカッション

浦添市立前田小学校 １次募集 191 3 音楽 D　パーカッション

浦添市立当山小学校 １次募集 161 2 音楽 A　ピアノ 佐久間　洋実

浦添市立浦添小学校 １次募集 228 3 音楽 A　ピアノ 比嘉　誠実

浦添市立沢岻小学校 １次募集 226 2 音楽 B　声楽 乗松　恵美

浦添市立浦城小学校 １次募集 音楽 D　パーカッション 野尻　小矢佳

石垣市立川平中学校 １次募集 69 3 演劇 A　現代劇 島袋　寛之

石垣市立野底小学校 １次募集 23 1 音楽 E　管楽器

石垣市立伊野田小学校 １次募集 12 1 音楽 E　管楽器

石垣市立崎枝小中学校 １次募集 10 1 音楽 E　管楽器

石垣市立吉原小学校 １次募集 11 1 音楽 E　管楽器

石垣市立富野小学校 １次募集 12 1 音楽 E　管楽器

石垣市立白保中学校 １次募集 51 1 音楽 C　弦楽器 松澤　つばさ

久米島町立球美中学校 １次募集 111 1 音楽 C　弦楽器

久米島町立清水小学校 １次募集 138 2 音楽 C　弦楽器

久米島町立比屋定小学
校

１次募集 10 1 音楽 C　弦楽器

久米島町立久米島西中
学校

１次募集 101 1 音楽 C　弦楽器

沖縄市立美東小学校 １次募集 483 3 演劇 A　現代劇

沖縄市立山内小学校 １次募集 336 3 演劇 A　現代劇

沖縄市立宮里中学校 １次募集 315 3 演劇 A　現代劇 島袋　寛之

沖縄市立比屋根小学校 １次募集 351 3 演劇 A　現代劇 蔵元　利貴

沖縄市立諸見小学校 １次募集 216 3 演劇 A　現代劇 島袋　寛之

沖縄市立室川小学校 １次募集 156 3 演劇 A　現代劇 蔵元　利貴

曽根　哲夫

野尻　小矢佳

曽根　哲夫

井尻　兼人

與那嶺　圭一

6月21日,22日,24日

10月25日

10月18日,19日,20日

12月6日,7日,8日

10月4日,5日,6日

12月22日,23日,24日

11月16日,17日,18日

1月18日

1月18日

11月10日

10月26日

10月25日,26日

10月27日

12月16日,17日

中止

7月5日,6日,7日

2月24日

2月24日

1月17日

11月1日,2日

11月2日,4日,5日

9月27日,28日

9月29日,30日,10月1日

11月8日,9日

11月10日,11日,12日

中止

中止

中止

中止

7月9日,16日,19日

9月14日,15日,16日

12月13日,14日

12月17日

12月16日

中止

12月23日

中止

　当該分野における講話、実技披露、実技指導等を実施する。

開催月日
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沖縄市立コザ小学校 １次募集 237 3 演劇 A　現代劇

うるま市立高江洲小学
校

１次募集 306 3 演劇 A　現代劇

うるま市立具志川小学
校

１次募集 音楽 E　管楽器

糸満市立糸満南小学校 １次募集 756 3 音楽 E　管楽器

南城市立佐敷中学校 １次募集 140 3 音楽 F　その他

南城市立玉城中学校 １次募集 140 3 音楽 F　その他

南城市立知念中学校 １次募集 46 1 音楽 F　その他

南城市立大里中学校 １次募集 35 1 音楽 F　その他

南城市立久高中学校 １次募集 14 1 音楽 F　その他

南城市立玉城小学校 １次募集 音楽 F　その他

南城市立知念小学校 １次募集 199 3 音楽 E　管楽器

豊見城市立上田小学校 １次募集 833 2 音楽 E　管楽器

西原町立西原南小学校 １次募集 364 3 音楽 E　管楽器

恩納村立山田小学校 １次募集 165 1 舞踊 A　バレエ 松川　夏子

恩納村立安富祖小学校 １次募集 70 2 音楽 E　管楽器

恩納村立喜瀬武原小学
校

１次募集 20 2 音楽 E　管楽器

与那国町立久部良中学
校

１次募集 17 1 音楽 C　弦楽器

与那国町立与那国小学
校

１次募集 69 1 音楽 C　弦楽器

与那国町立久部良小学
校

１次募集 46 1 音楽 C　弦楽器

与那国町立比川小学校 １次募集 11 1 音楽 C　弦楽器

多良間村立多良間中学
校

１次募集 30 1 音楽 C　弦楽器

多良間村立多良間小学
校

１次募集 69 1 音楽 C　弦楽器

国頭村立奥小学校 １次募集 12 1 音楽 F　その他 牧瀬　顕利

那覇市立石田中学校 １次募集 416 1 舞踊 A　バレエ 松川　夏子

那覇市立城東小学校 １次募集 290 2 音楽 F　その他 比嘉　祥人

那覇市立松城中学校 １次募集 197 1 音楽 E　管楽器

那覇市立天妃小学校 １次募集 711 3 音楽 E　管楽器

那覇市立垣花小学校 １次募集 218 2 音楽 E　管楽器

那覇市立神原中学校 １次募集 200 2 音楽 E　管楽器

那覇市立さつき小学校 １次募集 音楽 E　管楽器

沖縄県立真和志高等学
校

１次募集 325 1 音楽 F　その他

名護市立屋部小学校 １次募集 音楽 F　その他

名護市立緑風学園 １次募集 185 2 音楽 A　ピアノ 中川　賢一

本部町立伊豆味小学校 １次募集 116 1 音楽 F　その他

本部町立伊豆味中学校 １次募集 21 1 音楽 F　その他

本部町立本部中学校 １次募集 音楽 A　ピアノ

本部町立上本部中学校 １次募集 音楽 A　ピアノ

与那原町立与那原中学
校

１次募集 音楽 F　その他 比嘉　誠実

計75校(中止14校含) 10,603 114

松澤　つばさ

牧瀬　顕利

牧瀬　顕利

木内　佳苗

牧瀬　顕利

吉川　絵里奈

佐久間　洋実

牧瀬　顕利

三宅　伸哉

三宅　伸哉

中止

11月30日

中止

12月21日,22日

10月21日

10月20日

12月21日

7月5日,6日

11月29日

島袋　寛之

中止

中止

中止

11月30日,12月1日,2日

12月1日,2日

10月26日,29日

11月8日

11月9日

11月8日

11月11日

11月11日

10月22日

11月4日,5日

10月29日,11月4日,5日

2月21日

10月27日,28日

10月27日,28日

11月9日

12月21日,22日,23日

9月21日

9月22日

9月24日

中止

10月26日,3月3日,4日

6月25日,29日,30日

7月12日,13日,14日

中止

2月9日,15日,17日

9月13日,10月27日,28日
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開催校 備考 児童生徒数
(人)

職員保護者
数(人)

公演回数 分野 内容 被派遣者氏名

浦添市立沢岻小学校 0 0 美術 彫塑 山田　朝彦

④「文化芸術による子供育成総合事業」－コミュニケーション能力向上事業＜NPO法人等提案型＞

開催校 備考 児童生徒数
(人)

職員保護者
数(人)

公演回数 分野 内容 制作・公演団体・演目

那覇市立大道小学校 36 2 2

うるま市立あげな小学校 72 2 1

計２校 108 4 3

（２）沖縄県提供事業

①沖縄県こども青少年芸術劇場

令和３年度

開催校 備　　考 児童生徒
数(人)

職員保護者
数(人) 参加校 公演数 種目 公演団体

粟国村立粟国小中学校 単独 54 21 1 1 木管五重奏 琉球交響楽団12月14日

開催月日

③「子供　夢・アート・アカデミー」

NPO法人ジャパン・コン
テンポラリーダンス・ネット
ワーク10月12日

⑤「文化芸術による子供育成総合事業」－コミュニケーション能力向上事業＜学校申請方式＞

主管：義務教育課・県立学校教育課

開催月日

中止

開催月日

9月3日
ダンス

コンテ
ンポラ
リー

実施：５校　779名

    芸術鑑賞の機会の少ないへき地、離島等の児童生徒に、優れた舞台芸術を提供して生の芸術に触れる喜びを
与えるとともに表現活動の機会を確保することにより、児童生徒の芸術活動の機運の醸成と健全育成を図る目的で
実施。
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２．学校文化団体の育成・支援

(1)沖縄県高等学校文化連盟

開　催　期　間： 令和３年７月31日(土）～８月６日（金）

開　催　場　所：

参　加　部　門：

 　　　　　　　　　　　　　　　

本 県 参 加 生 徒 ： 356名（舞台演奏、オンライン、作品出品等での参加）

 ＜主な成績＞

パレード部門：

マーチング部門：

書道部門：

郷土芸能部門：

弁論部門：

開 催 期 間 ： 令和3年9月18日(土)～11月21日(日)　最終日のパレード部門は感染症拡大防止のため中止

開 催 場 所 ： 沖縄市民会館（総合開会式）他10会場

開 催 部 門 ： 19部門（中止1部門） (総参加人数：2,263人、総合開会式参加者：152人)

開　催　期　間： 令和３年12月10日(金）～12月12日(日) ２月の吹奏楽部門は中止

開　催　場　所：

参　加　部　門：

本 県 参 加 生 徒 ： ９ 部門 28 校 141 名参加

弁論部門：

④郷土芸能部門：16 名 県内 令和 4 年 １ 月 18 日（日）～21 日（金）

豊見城高等学校２年 二瓶 花菜 　最優秀賞

④沖縄県高校生芸術文化国際交流プログラム　※新型コロナウイルスの影響により今年度の事業は縮小

②音　楽　部　門：14 名 県内 令和 4 年 1 月 11 日（月）～13 日（金）

③美術工芸部門：14 名 東京 令和 4 年 1 月 27 日（日）～29 日（土）

①書　道　部　門：20 名 県内 令和 4 年 1 月 26 日（水）～28 日（金）

　 本県中・高等学校における文化活動の統括をしている沖縄県高等学校文化連盟及び沖縄県中学校文
化連盟を育成・支援し、学校における文化活動の活性化を図っている。

和歌山県

18部門（合唱、吹奏楽、器楽・管弦楽、パレード、マーチングバンド、郷土芸能、美術・工
芸、書道、写真、演劇、放送、囲碁、将棋、弁論、文芸、自然科学、小倉百人一首かる
た、軽音楽）

令和３年度

①第45回全国高等学校総合文化祭和歌山大会

西原高校マーチングバンド部　講評者特別賞

②第45回沖縄県高等学校総合文化祭

小禄高校３年　宮城 蘭　優秀賞

西原高校マーチングバンド部　グッドパレード賞

南風原高校郷土芸能部　最優秀賞、八重山高校　優良賞

沖縄水産高校３年　仲間 大地　優秀賞、球陽高校３年 崎浜 空音　優良賞

　　南風原高校郷土芸能部門　「歓待の舞」　　　　　　小倉百人一首かるた部門　※マスクなど感染症対策実施

③第５回全国高等学校総合文化祭長崎大会　　※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため規模を縮小

長崎県

８部門（美術・工芸、書道、写真、弁論、囲碁、放送、文芸、小倉百人一首かるた部門）

※作品集作成部門：美術･工芸、書道（県内実施席上揮毫大会あり）、写真、文芸
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(2)沖縄県中学校文化連盟

期 日 ／ 場 所 ：

参 加 状 況 ：

演劇部門：昭和薬科附属中学校　　　　展示部門：書道作品10点、美術作品10点

期 日 ／ 場 所 ：

参 加 状 況 ： 舞台部門：571人（琉球舞踊、郷土芸能、合唱、吹奏楽、マーチング、リコーダー、演劇、バン

ド、ダンス等、19演目）

展示部門：3,228点（書道・美術・文芸・技術家庭科・科学・NIE・特別支援等、12分野）

期 日 ／ 場 所 ：

参 加 状 況 ：

令和3年8月19(木)～23日(月)／岩手県民会館・岩手公会堂

大浜中「海より願う～永遠の弥勒世～」　　   　　　　　  国頭中「上り口説」　　　　　　　　　　　　昭和薬科附属中「フツウ」

　　　　　　渡嘉敷中学校　風神太鼓「海鳴り」　　　　　　　　　　　　　　　嘉数中学校「Connect～明日へ」

②第27回沖縄県中学校総合文化祭　 

　「島の文化に耳を傾け　歴史に染まれ　結の風にのせて」をテーマに開催した。

①第21回全国中学校総合文化祭 岩手大会

令和３年度

舞台部門：国頭地区（国頭中学校）、八重山地区（大浜中学校）

令和３年12月11日(土)～12日(日)／アイム・ユニバースてだこホール

③第24回沖縄県特別支援学校中学部総合文化祭
　「『ワンツーワンツー　いっぽずつ　みんなに届け　わたしの思い 」をテーマに開催した。

令和3年9月15日（水）～30日（木）　WEB開催

展示部門：生徒：約515名、　WEB閲覧者数：393人
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第２節 文化財の保護 

 

１ 県文化財保護審議会   ※◎印は審議会長、○印は同代行を示す 

(1) 県文化財保護審議会 

〔任期：令和２年８月１日～令和４年７月 31 日〕  

◎宮里 正子        浦添市美術館長 

○本永 清       元県立高等学校長 

津波  高志     琉球大学名誉教授 

豊見山 和行     琉球大学名誉教授 

田名 真之      沖縄県立博物館・美術館長 

上原 靜  沖縄国際大学名誉教授 

宮城 邦治      沖縄国際大学名誉教授 

比嘉  悦子      那覇看護専門学校非常勤講師 

伊澤 雅子     北九州市立自然史・歴史博物館長 

柳 悦州    沖縄県立芸術大学客員教授 

    

(2) 県文化財保護審議会専門委員 

〔任期：令和２年８月１日～令和４年７月 31 日〕  

第１専門部会（有形文化財） 

上江洲 安亨     沖縄美ら島財団事業課長 

麻生 伸一     沖縄県立芸術大学准教授 

平良 啓          沖縄県建築士会会員 

小林 純子        沖縄県立芸術大学教授 

湊   信幸    元東京国立博物館副館長 

清水 肇          琉球大学工学部教授 

第２専門部会（史跡・名勝・埋蔵文化財） 

池田  榮史       琉球大学国際地域創造学部教授  

波多野 想     琉球大学国際地域創造学部教授      

里井 洋一        琉球大学名誉教授 

外間 政明        那覇市歴史博物館主幹 

宮城 弘樹     沖縄国際大学総合文化学部准教授 

土肥 直美       元琉球大学准教授 

第３専門部会（天然記念物） 

戸田 守        琉球大学熱帯生物圏研究センター准教授 

田吹 亮一        琉球大学名誉教授 

佐々木 健志       琉球大学教務職員 

久保田 康裕     琉球大学理学部教授 

谷口 真吾     琉球大学農学部教授 

前門 晃          琉球大学名誉教授 
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第４専門部会（無形文化財） 

仲間 伸恵    琉球大学教育学部准教授 

糸数 政次    漆芸家 

上地 和夫    糸満市文化振興委員会 

川前 和香子    元県工芸技術支援センター室長 

金城 厚    沖縄県立芸術大学名誉教授  

鈴木 耕太     沖縄県立芸術大学准教授 

第５専門部会（民俗文化財） 

萩原 左人    琉球大学国際地域創造学部教授 

久万田 晋    沖縄県立芸術大学芸術文化研究所所長 

波平 エリ子    沖縄女子短期大学准教授 

赤嶺  政信    琉球大学名誉教授 

波照間 永吉    名桜大学大学院教授 

稲福 みき子    沖縄国際大学名誉教授 

   

(3) 審議会の状況 

【令和３年度】 

①沖縄県文化財保護審議会第４専門部会 

日 時：令和３年７月28日（水）〔書面開催〕 

 場 所： ‐ 

 内 容：1)文保審第４専門部会、諮問事項等に係る審議  

・無形文化財（工芸技術）の指定及び追加認定について 

・「八重山古典民謡」「八重山伝統舞踊」の追加認定について 

②沖縄県文化財保護審議会第４専門部会 

 日 時：令和４年２月３日（木）14時～16時 

 場 所：沖縄県立芸術大学 

 内 容：1)文保審第４専門部会、諮問事項等に係る審議  

・「八重山古典民謡」「八重山伝統舞踊」の追加認定について 

③沖縄県文化財保護審議会第４専門部会 

 日 時：令和４年３月７日（月）14時～16時 

 場 所：県庁14階 商工労働部会議室 

 内 容：1)文保審第４専門部会、諮問事項等に係る審議  

・無形文化財（工芸技術）の指定及び追加認定について 

・「八重山古典民謡」「八重山伝統舞踊」の追加認定について 

  ④沖縄県文化財保護審議会 

   日 時：令和４年３月29日（火）10時～12時 

   場 所：県庁13階 第１会議室  

   内 容：1)答申案の審議 

       ・令和３年３月26日付け諮問第４号「八重山古典民謡」の追加認

定ついて 
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       ・令和３年３月26日付け諮問第５号「八重山伝統舞踊」の追加認

定について 

       2)専門部会で調査中の諮問事項について（事務局より状況報告） 

       ・無形文化財（工芸技術）の追加認定について（令和２年３月17

日付諮問第３号） 

・無形文化財（工芸技術）の指定について（令和２年３月17日

諮問第４号） 

3）報告 

・令和３年３月以降、新たに国指定等された文化財について 

・今後予定の文化財の指定等について 

・民俗文化財に関する報告 

 

２ 文化財の指定 

  令和３年度に新たに指定、追加指定（追加認定）、選定、選択及び登録された

文化財は、次のとおりである。 

 

種   別  新規・追加 名  称 指 定 等 年 

国指定重要文化財  
（芸能の部）  

保持者認定 

（各個認定） 

琉球舞踊立方 

宮城幸子 

志田フサ子 

令和３年１０月２８日 

県指定史跡 新規指定 
海 底 電 線 陸 揚 室 跡 （電 信

屋） 
令和３年８月 27 日 

 

３ 指定文化財管理 

(1) 国指定文化財管理事業 （事業主体：沖縄県） 

事業目的:文化財保護法の規定に基づき指定された重要文化財及び名勝等の

維持管理の万全を期する。 

事業内容：① 防災設備保守点検等指定文化財である建造物等に設置した自動

火災報知設備、消火設備など及びこれらに準じる防災関係機器

の保守点検等 

②指定文化財である建造物の維持管理のための小修理 

③名勝等庭園の荒廃防止及び民家等の環境整備 

ア．名勝等に指定された庭園の適正な環境を維持するための除

草、剪定等 

イ．指定文化財である民家等の屋敷構え等の適正な環境を維持

するために行う除草、剪定等 

       ④文化財保護指導委員を 30 名委嘱し、県内に所在する国及び県指

定文化財等について、年７回の巡視を行ってもらい、その巡視内

容及び文化財の現況等を県教育委員会へ報告 
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事 業 実績: ①～③                                    (単位：千円) 

文化財の種別 名称 市町村 所有者 令和３年度 

国指定 

重要文化財 

中村家住宅 北中城村 中村 国宏 347 

上 江 洲 家 住 久米島町 上江洲 智一 470 

石垣氏庭園 石垣市 石垣 長敏 128 

仲村渠樋川 南城市 仲村渠財産区 156 

         合     計 1,101 

 

事業費合計 

国 庫 補 助 額 275 

県 補 助 額   276 

市 町 村 及 び所 有 者 負 担 額 550 

 

事 業 実績: ④ 

種別 摘要 員数 金額(円) 

報 償 文化財保護指導員手当 延べ 209 回 1,943,700 

旅 費 巡視交通費  289,080 

合 計 2,232,780 

 

４ 戦災文化財の復元整備 

  現在の那覇市首里には、戦前まで首里城正殿・北殿・南殿のほか、円覚寺の

境内には七堂伽藍等の旧国宝に指定された建造物が多数存在していた。この琉

球王国の政治・経済・文化の中心的役割を果たしてきた首里城や円覚寺は、当

時の土木建築技術の粋を集めて建設された沖縄を代表する木造建造物であっ

たが、沖縄戦により破壊された。 

 県教育委員会では、戦災により失われたこれらの文化財を復元整備し、往時

の景観を回復する事業を展開している。これにより、県民・国民の歴史的・文

化的環境を拡充するとともに、多方面の活用を図ることが可能となる。 

首里城城郭等の復元整備事業は、昭和 47 年度に着手して平成 13 年度に完了

した。これに続き、平成 14 年度から円覚寺跡の保存整備事業を実施しており、

令和９年度末を目処に三門の復元を行う予定である。本事業では、令和元年度

時点で整備委員会により三門の設計を検討し、その成果及び発掘調査成果を基

に、現地で三門の柱を据える礎盤や山廊の基壇石列の位置出し作業を行った。

その後、コンクリート基礎を設置し、礎盤の石材や木材の調達を行っている。 

 

５ 文化財愛護思想の普及 

（1） 文化財保護行政事務担当者研修会 

目的：各市町村の文化財保護担当者を対象にして、文化財保護行政の

   基本的な事項について研修を行うとともに、必要な情報を提供

   することによって、文化財保護行政に対する理解を深め、その
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   円滑な推進を図る。 

日時：令和３年８月２日（月） ※書面開催 

内容：研修テーマ１〔文化財保護行政〕 

     (1) 文化財関係補助金に係る手続きについて  

     (2) 民俗文化財、博物館・美術館にかかる研修について  

     (3) 天然記念物の保護について  

     (4) 指定有形文化財と登録有形文化財  

     (5)「組踊等の教育普及」本島公演・離島公演、組踊ワーク

ショップ  

     (6) 『みんなの文化財図鑑』刊行事業について  

     (7) 史跡名勝及び文化的景観について  

     (8) 埋蔵文化財保護行政について  

     (9) 沖縄県教育委員会における行政手続きの押印見直しのた

めの教育委員会関係規則の一部改正について  

研修テーマ２〔研修報告ならびに講演〕 

講演：埋蔵文化財保護行政の現状と課題    

近江俊秀 氏（文化庁文化財第二課主任文化財調査官）   

 

（2） 文化財愛護事業 

①「私たちの文化財」図画作品募集 

     地域に所在する文化財を題材とした図画の制作過程をとおして、文化

財への関心を喚起するとともに保護・愛護意識の高揚を図ることを目的

に、５月～９月の期間、県内小・中・高・特別支援学校の児童・生徒か

ら広く募集した。 

    慎重な審査の結果、最優秀賞、優秀賞、佳作、入選が選出され、入賞

作品として県教育長から表彰された。新型コロナウイルス感染症拡大の

影響により、令和３年度も県民ホールでの展示及び表彰式は実施せず、

各学校での伝達表彰となった。 

 

小学校の応募数 

 
小学校 

１・２学年 

小学校 

３・４学年 

小学校 

５・６学年 

合 計 

（小学校） 

令和３年度 52 点(20 校) 89 点(24 校) 205 点(33 校) 346 点(43 校) 

 

中学校・高等学校・特別支援学校の応募数 

 中学校 高等学校 特別支援学校 合 計 

令和３年度 126 点(24 校) 123 点(12 校) ２点(２校) 251 点(38 校) 
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入 賞 作 品 数  

 最優秀賞 優秀賞 佳作 入選 合 計 

令和３年度 5 点 10 点 25 点 35 点 75 点 

 

②文化財愛護展示会（「私たちの文化財」図画作品募集入賞作品を展示） 

期 間：令和３年 10 月 25 日(月)～10 月 29 日(金)を 予 定 し て い た

が 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 の 影 響 に よ り 中 止 。 

場 所：県民ホール(県庁舎１階） 

③ 「 私 た ち の 文 化 財 」 図 画 作 品 募 集 入 賞 者 表 彰 式  

日  時：令 和 ３ 年 10 月 27 日 (水 )を 予 定 し て い た が 、新 型 コ ロ  

ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 の 影 響 に よ り 中 止 。  

場  所 ： 県民ホール(県庁舎１階） 

④文化財保護強調週間ポスター  

11 月１日～７日の文化財保護強調週間の啓発のため、「私たちの文

化財」図画作品の前年度最優秀作品より１作品を原画としてポスター

を製作し、市町村教育委員会、学校、文化財関係施設などに配付した。 

  

ポスター原画に使用した最優秀作品 

 作品名 部門 氏名・学校名・学年 

令和２年度

最優秀作品 
中村家住宅 高等学校の部 

玉城 萌さん 

小禄高等学校３年 

 

６ 文化財の調査 

令和３年度に実施した文化財の調査は次のとおりである。 

 (1) 天然記念物  

事業名 事業総額 事業内容 

国 指 定 天 然 記 念 物 緊 急 調 査 （ト

ゲネズミ） 

3,980 千円 

国庫補助事業 

国 3,184 千円 

県 796 千円 

トゲネズミの生 態 に詳 しい専 門 家 を調 査

員として委 嘱 し、生 息 状 況を調 査 、具 体的

な保 護 策 に向 けての資 料 とすることを目 的

とする。令和３年度は、自動カメラ及び自動

ビデオカメラによる撮影を行い調査員による

映像解析を行った。 

 

 



(2)　遺跡分布調査

(3)　埋蔵文化財発掘調査

ア 　民間（大学等）が実施する学術調査
項目

№

1 金武鍾乳洞遺跡 金武町 中世・散布地

2 不明 久米島町 不明

イ 　地方公共団体が実施する開発に伴う緊急調査
項目

№

1
普天間石川原第一
遺跡ほか2遺跡

宜野湾市
沖縄県立埋蔵文化財
センター

住宅建設 資料整理 22,264 沖縄防衛局

2
中城御殿跡(首里
高校内)ほか2遺跡

那覇市
沖縄県立埋蔵文化財
センター

学校建設
発掘調査
資料整理

125,831 沖縄県

3 鏡水原遺跡 那覇市
沖縄県立埋蔵文化財
センター

道路 発掘調査 36,392
沖縄総合
事務局

4
楚辺親見原遺跡
ほか7遺跡

読谷村
沖縄県立埋蔵文化財
センター

米軍施設
建設

発掘調査
資料整理

220,353 沖縄防衛局

5 大兼久遺跡 大宜味村 大宜味村教育委員会 役場建設 発掘調査 13,288 大宜味村

6
長崎兼久遺物
散布地

名護市 名護市教育委員会
米軍施設
建設

資料整理 945 沖縄防衛局

7 安和与那川原遺跡 名護市 名護市教育委員会 河川 発掘調査 5,498 沖縄県

8 大浦崎収容所跡 名護市 名護市教育委員会
米軍施設
建設

発掘調査 37,664 沖縄防衛局

9 嘉陽上グスク 名護市 名護市教育委員会 道路 発掘調査 38,750 名護市

10 浜崎貝塚 伊江村 伊江村教育委員会
浸透池
設置

資料整理 3,530 伊江村

11 護岸の銃座 うるま市 うるま市教育委員会
護岸改修
工事

発掘調査
資料整理

7,737 沖縄県

12 越来グスク 沖縄市 沖縄市教育委員会 住宅建設 資料整理 5,460 文化庁

13
大工廻八所集落跡
Ｂ地点ほか1遺跡

沖縄市 沖縄市教育委員会
米軍施設
建設

発掘調査 9,907 沖縄防衛局

14
安谷屋古馬上原近
世墓群ほか3遺跡

北中城村 北中城村教育委員会
タンク建
設ほか

発掘調査 138,398 沖縄防衛局

15 糸蒲遺跡 中城村 中城村教育委員会
配水池
建設

資料整理 5,472 中城村

16
喜友名下原第一
遺跡ほか１遺跡

宜野湾市 宜野湾市教育委員会 支障除去 発掘調査 138,180 沖縄防衛局

17
新城上殿遺跡
ほか3遺跡

宜野湾市 宜野湾市教育委員会 支障除去 資料整理 8,817 沖縄防衛局

琉球大学国際地域創造学部
　主税英徳

学術研究

主な財源遺　跡　名 所在地 調 査 主 体 原　因 業務内容
経費

（千円）

遺　跡　名 所在地 調査主体 調査目的
遺跡の主な
時期・性格

沖縄国際大学考古学研究室
　新里貴之

学術研究

事　業　名 事　業　総　額 事業内容

遺跡詳細分布調査及び重要遺跡
確認調査（文化庁国庫補助事業）

   　総額 ：417,945千円
　   　国 ：327,759千円
　  　 県 ： 12,089千円
　 市町村 ： 78,097千円

埋蔵文化財の記録作成又は保存に必要な
資料を得るための発掘調査及び、今後開発
が予定されている地域・遺跡の整備事業に
必要な確認調査ならびに詳細分布調査を実
施した。
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項目

№

18 仲間遺跡 浦添市 浦添市教育委員会 住宅建設 発掘調査 834 文化庁

19 港川崎原古墓群 浦添市 浦添市教育委員会 道路整備 資料整理 7,359 沖縄県

20 屋富祖露原古墓群 浦添市 浦添市教育委員会 支障除去 資料整理 10,820 沖縄防衛局

21
前田・経塚
近世墓群

浦添市 浦添市教育委員会 区画整理 資料整理 3,159 浦添市

22
前田・経塚
近世墓群

浦添市 浦添市教育委員会 区画整理 資料整理 1,650 浦添市

23 久茂地村跡 那覇市 那覇市文化財課
文化会館
建設

資料整理 5,116 那覇市

24 西村跡 那覇市 那覇市文化財課 住宅建設 発掘調査 529 文化庁

25 首里旧金城村跡 那覇市 那覇市文化財課 街路整備 資料整理 9,689 沖縄県

26 湧田村跡 那覇市 那覇市文化財課 校舎改築 資料整理 8,145 那覇市

27 与儀橋(新栄橋) 那覇市 那覇市文化財課 街路整備 発掘調査 3,410 国土交通省

28
ミノシン毛古墓群
らくだ山戦争遺跡群

那覇市 那覇市文化財課 道路整備 資料整理 4,462
沖縄総合
事務局

29
鏡水水溜屋原B遺
跡

那覇市 那覇市文化財課 道路整備 発掘調査 41,063
沖縄総合
事務局

30 真地御殿後原遺跡 那覇市 那覇市文化財課 霊園整備 資料整理 462 事業者

31 識名原遺跡 那覇市 那覇市文化財課 住宅建設 資料整理 1,670 文化庁

32 小禄海軍飛行場跡 那覇市 那覇市文化財課 庁舎建設 発掘調査 14,405 海上保安本部

33 豊見城グスク 豊見城市 豊見城市教育委員会 公園整備 資料整理 7,700 豊見城市

34 根石城跡周辺遺跡 南城市 南城市教育委員会
気象レー
ダー建設

発掘調査 9,585 気象庁

35
ミズマ遺跡ほか
2遺跡

宮古島市 宮古島市教育委員会 住宅建設 資料整理 4,037 文化庁

36
第2ウヅラ嶺の
古墓群

宮古島市 宮古島市教育委員会
ほ場整備
工事

発掘調査 105 沖縄県

37 長間土川の岩陰墓 宮古島市 宮古島市教育委員会
ほ場整備
工事

発掘調査 1,000 沖縄県

38 友利元島遺跡 宮古島市 宮古島市教育委員会
ホテル
建設

発掘調査
資料整理

4,503 事業者

39 友利元島遺跡 宮古島市 宮古島市教育委員会 駐車場
発掘調査
資料整理

9,201 事業者

40
登野城遺跡ほか
１遺跡

石垣市 石垣市教育委員会
共同住宅
建設ほか

資料整理 5,816 文化庁

41 平得宇部御嶽遺跡 石垣市 石垣市教育委員会
街路改良
工事

発掘調査
資料整理

4,713 石垣市

(4)　基地内埋蔵文化財調査

事　業　名 事　業　総　額 事業内容

基地内埋蔵文化財詳細分布調査
（文化庁国庫補助事業）

  総額：51,530千円
　  国：41,224千円
　  県：10,306千円

米軍基地内に所在する埋蔵文化財の範囲・性
格・内容等を確認するため範囲確認調査を
行った。

原　因 業務内容
経費

（千円）
主な財源遺　跡　名 所在地 調 査 主 体
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７ 文化財保存整備 

令和３年度に実施した文化財保存整備事業は次のとおりである。 

 

(1) 無形文化財 

① 伝承者養成事業 

保持者が伝承者を対象に、実技指導等の研修会を実施し、伝承者の養成を

行った。 

 

1)国・県指定無形文化財 

令和３年度                                        〔単位：円〕          

事  業  名  事 業 主 体  事 業 総 額  国 庫 補 助  県 補 助  事業主体等 

喜如嘉の芭蕉布伝承者養成 喜如嘉の芭蕉布保存会 7,588,000 7,000,000 294，000 294,000 

宮 古 上 布 伝 承 者 養 成 宮古上布保持団体 8,535,000 8,000,000 267，000 268,000 

久 米 島 紬 伝 承 者 養 成 久米島紬保持団体 8,229,000 8,000,000 113,000 116,000 

組 踊 伝 承 者 養 成  一 般 社 団 法 人 伝 統 組 踊 保 存 会  12,015,187 11,749,000 132,000 134,187 

琉 球 舞 踊 伝 承 者 養 成 琉 球 舞 踊 保 存 会 10,205,502 9,903,000 108,000 194,502 

琉 球 歌 劇 伝 承 者 養 成 琉 球 歌 劇 保 存 会 1,123,800 - 648,000 475,800 

沖縄伝統音楽野村流伝承者養成 野 村 流 保 存 会 304,157 - 100,000 204,157 

沖縄伝統音楽安冨祖流伝承者養成  安 冨 祖 流 保 存 会 217,658 - 72,000 145,658 

沖縄伝統音楽湛水流伝承者養成 湛 水 流 保 存 会 47,356 - 23,000 24,356 

沖縄伝統音楽箏曲伝承者養成 箏 曲 保 存 会  301,976 - 100,000 201,976 

本場首里の織物伝承者養成 沖縄伝統本場首里織物保存会 351,747 - 259,000 92,747 

八 重 山 上 布 伝 承 者 養 成 八重山上布保存会 426,000 - 320,000 106,000 

び ん 型 伝 承 者 養 成 沖縄伝統びん型保存会 426,000 - 320,000 106,000 

※事業総額は市町村補助及び個人負担分も含む。 

 

2)国選定保存技術  

令和３年度                                                〔単位：円〕  

事  業  名  事 業 主 体  事 業 総 額  国 庫 補 助  県 補 助  事業主体等 

手 機 製 作 技 術 練 磨 大 城  義 政 1,151,945 1,106,000 - 45,945 

苧 麻 糸 手 績 技 術 伝 承 者 養 成  宮 古 苧 麻 績 み保 存 会  10,280,000 10,000,000 140,000 140,000 

組踊道具・衣裳製作修理技術伝承者養成 組踊道具・衣裳製作修理技術保存会 7,200,907 7,000,000 100,000 100,907 

建 造 物 琉 球 漆 塗 ・ 琉 球 赤

瓦 製 作 施 工 文 化 財 保 存 技

沖 縄 美 ら島 財 団  3,966,000 3,866,000 - 100,000 
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3)記録作成等の措置を講ずべき無形文化財（芸能の部） 

令和３年度                                                〔単位：円〕  

事  業  名  事 業 主 体  事 業 総 額  国 庫 補 助  県 補 助  事業主体等 

琉球古典箏曲記録保存調査 
琉 球 古 典 箏 曲  

記 録 保 存 調 査 会  
3,922,771 3,829,000 46,000 47,771 

 

② 公開事業  

全国各地で無形文化財を鑑賞する機会を設け、その一層の普及・伝承を図った。 

1)国・県指定無形文化財  

令和３年度                                        〔単位：円〕                                

事  業  名  事 業 主 体  事 業 総 額  国 庫 補 助  県 補 助  事業主体等 

組 踊 特 別 鑑 賞 会 一般社団法人伝統組踊保存会 10,786,782 10,647,000 69,000 70,782 

 

③ 組踊等教育普及啓発事業 

児童生徒に郷土芸能への理解と関心を深めさせ、組踊等沖縄伝統芸能の県内への

普及啓発を図るとともに、若手実演家の活動機会を増やすことによって、後継者の

育成を図った。 

令和３年度                                        〔単位：円〕 

事  業  名  事 業 主 体  事 業 総 額  国 庫 補 助  県 補 助  事業主体等 

組 踊 等 沖 縄 伝 統 芸 能 普 及 啓 発 事 業  一 一 般 社 団 法 人 伝 統 組 踊 保 存 会  2,151,000 ０ 2,151,000 ０ 

組 踊 等 教 育 普 及 事 業  
児 童 生 徒 離 島 公 演 ： 

Ｒ３ 年 度 「 組 踊 等 教 育 普

及 事 業 」 共 同 事 業 体  
17,145,000 13,716,000 3,429,000 ０ 

組 踊 等 教 育 普 及 事 業  
組 踊 ワークショップ： 

丸 正 印 刷 株 式 会 社  
8,818,503 7,054,802 1,763,701 ０ 

 

1)児童生徒の組踊等沖縄伝統芸能鑑賞会 

 事業総額：2,151 千円（執行済額 2,151 千円） 

趣  旨：児童生徒に郷土芸能への理解と関心を深めさせ、組踊等沖縄伝統

芸能の県内への普及啓発を図るとともに、若手実演家の活動機会を

増やすことによって、後継者の育成を図る。 

事業内容：鑑賞会は、組踊（執心鐘入）を１公演実施。沖縄芝居ワークショッ

プ２回開催。 

解  説：演目解説書を児童生徒全員に配布し、演目概要等の紹介 

実演団体：一般社団法人 伝統組踊保存会 

鑑賞校、開催日時は次のとおり 

ア 組踊鑑賞会 

①宜野湾市立普天間小学校（鑑賞人数 ４年生 114 人） 

    日 時：令和３年 11 月４日（木） 10 時 20 分開演 

    会 場：宜野湾市立普天間小学校体育館 
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    第１部：琉球舞踊 

    第２部：組踊「執心鐘入」 

     

 イ 沖縄芝居ワークショップ  

①豊見城市立座安小学校（５・６年生 139 名）  

    日 時：令和３年 12 月 22 日（火） 10 時 40 分開始 

    会 場：座安小学校体育館 

    第１部：沖縄芝居解説 

第２部：沖縄芝居「戻り籠」 

 

  ②沖縄県立南部商業・やえせ高等特別支援学校（３年生 109 人）  

日 時：令和３年 12 月 23 日（水） 10 時 45 分開始 

    会 場：南部商業・やえせ高等特別支援学校体育館 

    第１部：沖縄芝居解説 

第２部：沖縄芝居「戻り籠」 

 

2)組踊等教育普及事業・・・沖縄振興特別推進交付金事業 

ア「組踊等教育普及事業」児童生徒離島公演・・・沖縄県特別推進交付金事業 

事業総額：17,145 千円（国 13,716 千円 県 3,429 千円） 

目 的：日常生活において、組踊等沖縄の無形文化財(芸能)を鑑賞する 

機会の少ない児童・生徒に対し、これを公演し観賞させることに

よって、郷土の無形文化財（芸能）への理解と関心を深めさせ、

これを保存継承する社会的基盤の形成を図る。 

実演団体：令和３年度「組踊等教育普及事業」共同事業体 

代 表 者：一般社団法人 オキナワステージプラン 

構 成 員：沖縄伝統組踊「子の会」 

事業内容：上演演目：組踊（執心鐘入）及び沖縄伝統芸能（琉球舞踊） 

解  説：演目解説書を児童生徒全員に配布し、演目概要等の紹介 

ワークショップ（ＷＳ） 

                    

(ｱ)鑑賞校（鑑賞人数） 沖縄県立八重山特別支援学校（62 人） 

   【鑑賞会】日 時：令和３年 11 月 19 日（金）10:00～11:30 

        場 所：同校体育館 

【Ｗ Ｓ】日 時：令和３年 11 月 14 日（木）14:10～14:55 

        場 所：同校体育館 受講人数：30 名 

  (ｲ) 鑑賞校（鑑賞人数）沖縄県立八重山商工高等学校（392 人） 

   【鑑賞会】日 時：令和３年 11 月 24 日（水）14:00～15:30 

        場 所：石垣市民会館 

   【Ｗ Ｓ】日 時：令和３年 12 月７日（火）10:30～11:30 
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        場 所：沖縄県立八重山農林高等学校体育館  

受講人数：15 人 

(ｳ)鑑賞校 （鑑賞人数）沖縄県立八重山高等学校（679 人） 

   【鑑賞会】日 時：令和３年 11 月 25 日（木）10:00～11:30 

        場 所：石垣市民会館 

 (ｴ)鑑賞校（鑑賞人数）沖縄県立八重山農林高等学校（278 人） 

   【鑑賞会】日 時：令和３年 11 月 25 日（水）14:00～15:30 

        場 所：石垣市民会館 

   【Ｗ Ｓ】日 時：令和３年 12 月７日（火）10:30～11:30 

        場 所：同校体育館  受講人数：15 人 

(ｵ)鑑賞校（鑑賞人数）竹富町（上原小学校、白浜小学校 計 101 人） 

   【鑑賞会】日 時：令和４年２月９日（水）9:45～11:15 

        場 所：中野わいわいホール 

   【Ｗ Ｓ】日 時：令和４年２月８日（火）①13:50～14:35  

②14:45～15:30 

        場 所：上原小学校体育館  受講人数：全学年 92 人 

(ｶ) 鑑賞校（鑑賞人数）竹富町（西表小学校、船浮小学校（計 23 人）） 

   【鑑賞会】日 時：令和４年２月９日（水）13:30～15:00 

        場 所：中野わいわいホール 

 

イ「組踊等教育普及事業」組踊ワークショップ・・・沖縄振興特別推進交付金事業 

  事業総額：8,818 千円(国 7,053 千円 県 1,765 千円） 

目 的: 

（1）組踊をはじめとする沖縄伝統芸能を学校教育に取り入れることに

よって、児童生徒に郷土芸能への理解と関心を深めさせ、「心の教育」

に寄与する。 

（2）組踊等沖縄の無形文化財（芸能）を児童生徒に鑑賞させることに

よって、郷土の無形文化財（芸能）への理解と関心を深めさせ、こ

れを保存継承する社会的基盤の形成を図る。 

  実演団体：丸正印刷株式会社（女流組踊研究会「めばな」、ステージサ

ポート沖縄） 

  事業内容：県内の小学校・中学校・高等学校・特別支援学校を対象に、

組踊の三要素である唱え・琉球古典音楽・琉球舞踊をワー

クショップにて体験する。新型コロナウイルス感染症によ

る緊急事態宣言等で、４回の公演が中止となるが、15 校 16

公演を開催した。開催校、開催日時は次のとおり 

   （ｱ）開催校（参加人数）宜野座村立松田小学校（小６：25 人） 

日 時：令和３年９月 10 日（金）14:00～15:30        

   （ｲ）開催校（参加人数）那覇市立神原小学校（小５：65 人） 
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日 時：令和３年９月 21 日（火）13:30～15:10  

（ｳ）開催校（参加人数）沖縄市立宮里中学校（中２・３：314 人） 

日 時：令和３年 10 月１日（金）①10:55～12:35②14:00～15:40  

   （ｴ）開催校（参加人数）うるま市立川崎小学校（小４：70 人） 

      日 時：令和３年 10 月８日（金）14:00～15:30          

（ｵ）開催校（参加人数）豊見城市立長嶺小学校（小４：82 人） 

   日 時：令和３年 10 月 19 日（火）13:10～14:50         

（ｶ）開催校（参加人数）石垣市立野底小学校（全学年：19 人） 

   日 時：令和３年 10 月 22 日（金）13:30～15:10        

（ｷ）開催校（参加人数）南風原町立北丘小学校（小５：145 人） 

   日 時：令和３年 11 月 11 日（木）9:20～11:05          

（ｸ）開催校（参加人数）石垣市立名蔵小中学校（小３～６：31 人） 

   日 時：令和３年 11 月 22 日（月）14:00～15:40         

（ｹ）開催校（参加人数）西原町立西原中学校（中３：182 人） 

   日 時：令和３年 11 月 25 日（木）14:05～15:55         

（ｺ）開催校（参加人数）今帰仁村立兼次小学校（小４～６年：70 人） 

   日 時：令和３年 12 月７日（火）13:45～15:25        

（ｻ）開催校（参加人数）竹富町立小浜小中学校（小３～６：43 人） 

   日 時：令和３年 12 月 10 日（金）13:40～15:30        

（ｼ）開催校（参加人数）県立宮古特別支援学校（全学年：42 人） 

   日 時：令和３年 12 月 15 日（水）9:30～11:10        

（ｽ）開催校（参加人数）県立鏡が丘特別支援学校中学部（全学年：22 人） 

   日 時：令和３年 12 月 16 日（木）10:00～11:30            

（ｾ）開催校（参加人数）浦添市立浦城小学校（小６：151 人） 

   日 時：令和３年 12 月 20 日（月）9:00～10:40             

（ｿ）開催校（参加人数）伊江村立西小学校（小６：22 人） 

   日 時：令和４年２月２日（水）10:35～12:15 

               
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 



 

 

 

- 206 -

(2) 民俗文化財 

令和３年度 

① 重無民 塩屋湾のウンガミ民俗文化財伝承・活用等事業（国庫補助事業） 

事業総額 9,768,544 円（国 4,884,000 円、県 840,000 円、大宜味村 3,516,000

円、塩屋湾のウンガミ保存・継承委員会 528,544 円） 

事業主体：塩屋湾のウンガミ保存・継承委員会 

事業期間：令和３年４月 1 日～令和４年３月 31 日 

事業目的：重要無形民俗文化財で使用する祭場（田港ヌンドゥンチ）の建替修理、神人駕

籠及び用具類の新調 

事業内容：重要無形民俗文化財「塩屋湾のウンガミ」の祭場として使用される田

港ヌンドゥンチは、長年の使用により木材や鉄筋コンクリートの劣化が

進んでいた。重要無形民俗文化財を保存・継承していけるよう、祭祀

の安 全 管 理 を図 るため建 て替 えを実 施した。また、神 人 駕 籠 や締 太

鼓、パーランクーなど祭祀で用いる道具類についても経年劣化が進ん

でいたため、民俗学的な調査も踏まえた上で、復元新調を行った。併

せて、令和２年度からの祭祀施設の修理及び道具類の新調について、

民俗学的調査も含めた修理報告書を作成した。 

 

② ウイピャームトゥ保存修理事業 

事業総額 4,136,000 円（県 1,241,000 円、宮古島市 2,895,000 円） 

事業主体：宮古島市 

事業期間：令和４年１月 14 日～令和４年３月 31 日 

事業目的：県指定有形民俗文化財「ウイピャームトゥの祭場」の修理 

事 業 内 容 ：県 指 定 有 形 民 俗 文 化 財 「ウイピャームトゥの祭 場 」にある３棟 のムトゥ

は、現在でも集落の祭祀に利用されている。平成 30 年度の台風によ

り茅葺き屋根がき損している状態であったため、３棟のうち、マイウイピ

ャームトゥの修 理 を実 施 し、小 屋 組 をチャーギで組 み直 して茅 葺 き屋

根の葺き替えを行った。また、今後の台風による被害を小さくするため

に、屋 根 には景 観 を損 なわないよう同 系 色 の防 風 ネットを敷 設 し、有

形民俗文化財の保存のため、適切な修理を行った。 

 

③ 伊是名の神アサギ保存修理事業 

事業総額 1,259,500 円（県 254,000 円、伊是名村 1,005,500 円） 

事業主体：伊是名村 

事業期間：令和３年 11 月 16 日～令和４年３月 11 日 

事業目的：県指定有形民俗文化財「伊是名の神アサギ附拝所」の修理 

事業内容：県指定有形民俗文化財「伊是名の神アサギ附拝所」の茅葺き屋根が

腐食により崩れていたため、修理を行った。痛みの少ない小屋組は再

利用し、リュウキュウチク、竹、藁縄を用い、伝統的な工法で茅葺き屋
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根の葺き替えを行った。また、台風対策のため、屋根には景観を損な

わないよう同系色の防風ネットを敷設し、有形民俗文化財の保存のた

め、適切な修理を行った。 

 

④ 第 63 回九州地区民俗芸能大会派遣事業（県単独補助事業） 

事業総額：執行額なし（新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、映像出演 

となったため。） 

事業主体：字玉城獅子舞保存会（南城市） 

事業期間：令和３年 11 月 14 日（日） 

事業目的：九州・沖縄地区に伝承されている民俗芸能の公開事業である九州 

地 区 民 俗 芸 能 大会 への派 遣を補 助し、各 地の民 俗 芸 能の継 承 意 

欲の向上を図る。 

事業内容：鹿屋市文化会館（鹿児島県鹿屋市）で開催された第 63 回九州地 

区民俗芸能大会に沖縄県代表として字玉城獅子舞保存会が参加 

した。新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、当日は映像出演 

となった。 

 

(3) 天然記念物 

令和３年度 

①  天然記念物緊急調査（国庫補助事業） 

事 業 名：天然記念物緊急調査（トゲネズミ） 

事業総額：3,980 千円（国 3,184 千円、県 796 千円） 

事業主体：沖縄県 

事業期間：令和３年４月１日～令和４年３月 31 日 

（平成 29 年度～令和３年度までの５年間継続事業） 

事業目的：沖縄本島北部に生息する野生ネズミである。生態や個体数など

については、未だ不明な点が多く近年の目撃事例も非常に少な

い。2008 年に再確認されるまで、絶滅すら危ぶまれた。ここ数

年、マングース対策事業において、混獲される事例も生じてお

り、今後具体的な保護策を講じる上でも、生息状況を把握する

ための緊急調査を実施する必要がある。  

事業内容： (1)調査地 沖縄本島北部地域 

(2)調査項目 

a)  生息実態調査   b)  行動観察等 



天然記念物の現状変更等

1 ) 【県天】クロイワトカゲモドキの現状変更（捕獲及び飼育）申請 ( R3.4.6 許可）

申請者（日付）：一般財団法人沖縄美ら島財団理事長 ( R3.3.22 ）

許 可 （期間）： 令和3年4月6日 付け 沖縄県教育委員会指令第20号 ( R3.4.6 ～ R6.4.30 )

2 ) 【国天】平久保のヤエヤマシタンの現状変更（樹勢回復）申請 ( R3.4.15 進達）

申請者（日付）：石垣市長 ( R3.4.2 ）

許 可 （期間）： 令和3年5月21日 付け ３文庁第215号 ( R3.5.21 ～ R4.3.30 )

3 ) 【国天】米原のヤエヤマヤシ群落の現状変更（動物調査及び工作物設置）協議 ( R3.4.27 進達）

協議者（日付）：環境省沖縄奄美環境事務所長 ( R3.4.21 ）

同 意 （期間）： 令和3年5月14日 付け ３受文庁第４号の210 ( R3.5.14 ～ R4.7.31 )

4 ) 【国天】仲の神島海鳥繁殖地の現状変更（海鳥調査及び工作物の設置）申請 ( R3.4.27 進達）

申請者（日付）：Island Ecosystem Research　水谷晃 ( R3.4.7 ）

許 可 （期間）： 令和3年5月21日 付け ３文庁第215号 ( R3.5.21 ～ R6.3.31 )

5 ) 【国天】カンムリワシの現状変更（調査及び発信器の装着）申請 ( R3.5.7 許可）

申請者（日付）：Island Ecosystem Research　水谷晃 ( R3.4.7 ）

許 可 （期間）： 令和3年5月7日 付け 沖縄県教育委員会指令第22号 ( R3.5.7 ～ R4.9.30 )

6 ) 【県天】嘉津宇岳安和岳八重岳自然保護区の現状変更（植物採取）申請 ( R3.5.13 許可）

申請者（日付）：一般財団法人沖縄美ら島財団総合研究センター植物研究室　主 ( R3.5.13 ）

任研究員　天野正晴

許 可 （期間）： 令和3年5月13日 付け 沖縄県教育委員会指令第24号 ( R3.5.13 ～ R5.3.31 )

7 ) 【国天】オカヤドカリ、キシノウエトカゲの現状変更（イタチ捕獲器設置）申請 ( R3.5.13 進達）

申請者（日付）：八千代エンジニヤリング株式会社沖縄事務所所長　中川雅充 ( R3.4.5 ）

許 可 （期間）： 令和3年6月18日 付け ３文庁第389号 ( R3.6.18 ～ R4.3.31 )

8 ) 【県天】フタオチョウの現状変更（一時捕獲及び移動）申請 ( R3.5.13 許可）

申請者（日付）：沖縄防衛局長 ( R3.4.28 ）

同 意 （期間）： 令和3年5月13日 付け 沖縄県教育委員会指令第25号 ( R3.5.13 ～ R4.3.31 )

9 ) 【県天】ミヤコカナヘビの現状変更（調査及び移動）申請 ( R3.5.25 許可）

申請者（日付）：日本工営株式会社沖縄支店支店長　米城才丈 ( R3.4.26 ）

許 可 （期間）： 令和3年5月25日 付け 沖縄県教育委員会指令第26号 ( R3.5.25 ～ R4.3.31 )

10 ) 【県天】イボイモリ、クロイワトカゲモドキの現状変更（一時捕獲及び移動）申請 ( R3.5.25 許可）

申請者（日付）：沖縄県　南部土木事務所　所長　 ( R3.5.13 ）

許 可 （期間）： 令和3年5月2日 付け 沖縄県教育委員会指令第27号 ( R3.5.25 ～ R6.6.1 )

11 ) 【国天】宮良川のヒルギ林の現状変更（礫の採取）申請 ( R3.5.26 進達）

申請者（日付）：東北学院大学　柳澤英明 ( R3.4.30 ）

許 可 （期間）： 令和3年6月18日 付け ３文庁第389号 ( R3.6.18 ～ R3.3.31 )

12 ) 【県天】イボイモリの現状変更（永年飼育）申請 ( R3.5.31 許可）

申請者（日付）：公益財団法人沖縄こどもの国　園長 ( R3.3.13 ）

許 可 （期間）： 令和3年5月31日 付け 沖縄県教育委員会指令第29号 ( R3.5.31 ～ 個体滅失 )

13 ) 【県天】ミヤコカナヘビの現状変更（一時捕獲及び試料採取）申請 ( R3.6.8 許可）

申請者（日付）：琉球大学熱帯生物圏研究センター　戸田守 ( R3.6.1 ）

許 可 （期間）： 令和3年6月8日 付け 沖縄県教育委員会指令第30号 ( R3.6.8 ～ R4.6.30 )

14 ) 【国天】オカヤドカリの現状変更（一時捕獲及び移動）申請 ( R3.6.14 進達）

申請者（日付）：宜野湾市長 ( R3.6.3 ）

許 可 （期間）： 令和3年7月16日 付け ３文庁第655号 ( R3.7.16 ～ R4.3.31 )

15 ) 【国天】オカヤドカリの現状変更（一時捕獲及び移動）申請 ( R3.6.16 進達）

申請者（日付）：沖縄県知事 ( R3.6.1 ）

許 可 （期間）： 令和3年7月16日 付け ３文庁第655号 ( R3.7.16 ～ R4.3.31 )

16 ) 【県天】ホルストガエル、イボイモリの現状変更（一時捕獲及び調査）申請 ( R3.6.15 許可）

申請者（日付）：沖縄県知事 ( R3.5.27 ）

許 可 （期間）： 令和3年6月18日 付け 沖縄県教育委員会指令第31号 ( R3.6.18 ～ R4.3.10 )

17 ) 【県天】フタオチョウ、クロイワトカゲモドキの現状変更（一時捕獲及び移動）申請 ( R3.6.18 許可）

申請者（日付）：宜野湾市長 ( R3.6.3 ）

許 可 （期間）： 令和3年6月18日 付け 沖縄県教育委員会指令第32号 ( R3.6.18 ～ R4.3.31 )
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18 ) 【国天】首里金城の大アカギの現状変更（木道等設置）申請 ( R3.6.22 進達）

申請者（日付）：那覇市長 ( R3.6.17 ）

許 可 （期間）： 令和3年7月16日 付け ３文庁第655号 ( R3.7.16 ～ R4.3.28 )

19 ) 【国天】オカヤドカリの現状変更（一時捕獲及び移動）協議 ( R3.6.24 進達）

協議者（日付）：沖縄防衛局 ( R3.6.10 ）

許 可 （期間）： 令和3年8月5日 付け ３受文庁第４号の717 ( R3.7.9 ～ R4.3.31 )

20 ) 【国天】オカヤドカリの現状変更（一時捕獲及び移動）期変 ( R3.6.24 進達）

期変者（日付）：沖縄県　南部土木事務所　所長　金城利幸 ( R3.6.16 ）

許 可 （期間）： 令和3年7月9日 付け ３受文庁第４号の719 ( R3.7.9 ～ R6.7.17 )

21 ) 【国天】ヤンバルクイナの現状変更（野生復帰試験）協議 ( R3.6.25 進達）

協議者（日付）：環境省那覇自然環境事務所長 ( R3.6.23 ）

同 意 （期間）： 令和3年7月15日 付け ３受文庁第４号の720 ( R3.7.15 ～ 2024/6/31)

22 ) 【国天】オカヤドカリの現状変更（一時捕獲及び移動）協議 ( R3.6.25 進達）

協議者（日付）：沖縄防衛局 ( R3.6.21 ）

同 意 （期間）： 令和3年7月2日 付け ３受文庁第４号の721 ( R3.7.2 ～ R8.3.31 )

23 ) 【国天】オカヤドカリの現状変更（一時捕獲及び移動）申請 ( R3.6.28 進達）

申請者（日付）：名護市長 ( R3.6.24 ）

許 可 （期間）： 令和3年7月16日 付け ３文庁第655号 ( R3.7.16 ～ R5.2.28 )

24 ) 【国天】慶佐次湾のヒルギ林の現状変更（外来種除去）申請 ( R3.6.28 進達）

申請者（日付）：東村教育委員会教育長 ( R3.6.25 ）

許 可 （期間）： 令和3年7月16日 付け ３文庁第655号 ( R3.7.16 ～ R4.3.31 )

25 ) 【国天】慶佐次湾のヒルギ林の現状変更（試料採取）申請 ( R3.7.6 許可）

申請者（日付）：東村長 ( R3.6.21 ）

許 可 （期間）： 令和3年7月6日 付け 沖縄県教育委員会指令第33号 ( R3.7.6 ～ R4.2.28 )

26 ) 【国天】オカヤドカリの現状変更（一時捕獲及び移動）申請 ( R3.7.16 進達）

申請者（日付）：学校法人沖縄科学技術大学院大学学園　理事長　ポーター・グ ( R3.6.24 ）

ルース

許 可 （期間）： 令和3年8月23日 付け ３文庁905号 ( R3.8.23 ～ R6.6.15 )

27 ) 【国天】オカヤドカリの現状変更（一時捕獲及び移動）協議 ( R3.7.21 進達）

協議者（日付）：沖縄防衛局長 ( R3.4.13 ）

同 意 （期間）： 令和3年8月12日 付け ３受文庁第４号の900 ( R3.8.12 ～ R4.3.31 )

28 ) 【県天】イボイモリ・クロイワトカゲモドキの現状変更（一時捕獲及び移動）申請 ( R3.7.29 許可）

申請者（日付）：学校法人沖縄科学技術大学院大学学園　理事長 ( R3.6.24 ）

許 可 （期間）： 令和3年7月29日 付け 沖縄県教育委員会指令第39号 ( R3.7.29 ～ R6.5.24 )

29 ) 【国天】塩川の現状変更（試料採取）申請 ( R3.8.16 許可）

申請者（日付）：琉球大学理学部海洋自然科学科生物系准教授　今井秀行 ( R3.8.2 ）

許 可 （期間）： 令和3年8月16日 付け 沖縄県教育委員会指令第40号 ( R3.8.16 ～ R3.3.31 )

30 ) 【国天】平久保のヤエヤマシタンの現状変更（樹勢回復）計変 ( R3.8.16 進達）

計変者（日付）：石垣市長 ( R3.8.11 ）

許 可 （期間）： 令和3年8月27日 付け ３受文庁第４号の1012 ( R3.8.27 ～ R3.3.31 )

31 ) 【県天】ミヤコサワガニ、ミヤコカナヘビの現状変更（一時捕獲及び移動）申請 ( R3.8.13 許可）

申請者（日付）：沖縄県農林水産部宮古農林水産振興センター所長 ( R3.8.3 ）

許 可 （期間）： 令和3年8月13日 付け 沖縄県教育委員会指令第38号 ( R3.8.13 ～ R4.3.31 )

32 ) 【県天】イボイモリ、クロイワトカゲモドキの現状変更（一時捕獲及び移動）申請 ( R3.8.26 許可）

申請者（日付）：南城市教育委員会教育長 ( R3.8.12 ）

許 可 （期間）： 令和3年8月26日 付け 沖縄県教育委員会指令第42号 ( R3.8.26 ～ R4.3.15 )

33 ) 【国天】久米の五枝のマツの現状変更（松枯れ病対策）申請 ( R3.9.24 進達）

申請者（日付）：久米島町長 ( R3.9.22 ）

許 可 （期間）： 令和3年10月15日 付け ３文庁第1253号 ( R3.10.15 ～ R7.3.31 )

34 ) 【国天】オカヤドカリの現状変更（マングース捕獲器設置）期変 ( R3.9.27 進達）

期変者（日付）：八千代エンジニヤリング株式会社沖縄事務所所長 ( R3.9.15 ）

許 可 （期間）： 令和3年10月15日 付け ３文庁第1253号 ( R3.10.15 ～ R6.12.31 )

35 ) 【国天】与那覇岳天然保護区域の現状変更（植物調査及び採取）申請 ( R3.9.28 進達）

申請者（日付）：株式会社環境保全研究所代表取締役 ( R3.9.24 ）

許 可 （期間）： 令和3年10月15日 付け ３文庁第1253号 ( R3.10.15 ～ R4.3.25 )

36 ) 【国天】オカヤドカリの現状変更（一時捕獲及び飼育等）申請 ( R3.10.15 進達）

申請者（日付）：沖縄県立高等学校教諭　平安優子 ( R3.9.24 ）
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許 可 （期間）： 令和3年10月15日 付け ３文庁第1253号 ( R3.10.15 ～ R3.12.31 )

37 ) 【県天】アマミヤマシギの現状変更（標識及び発信器の装着）申請 ( R3.9.30 許可）

申請者（日付）：公益財団法人日本鳥類保護連盟　藤井幹 ( R3.9.21 ）

許 可 （期間）： 令和3年9月30日 付け 沖縄県教育委員会指令第45号 ( R3.9.30 ～ R4.3.31 )

38 ) 【国天】仲間川天然保護区域の現状変更（魚類調査及び採取）申請 ( R3.9.29 進達）

申請者（日付）：東京大学大気海洋研究所　河村知彦 ( R3.9.28 ）

許 可 （期間）： 令和3年10月15日 付け ３文庁第1253号 ( R3.10.15 ～ R4.3.31 )

39 ) 【県天】天底のシマチスジノリの現状変更（調査及び採取）申請 ( R3.10.18 許可）

申請者（日付）：株式会社沖縄環境保全研究所　代表取締役　平良辰二 ( R3.9.30 ）

許 可 （期間）： 令和3年10月18日 付け 沖縄県教育委員会指令第46号 ( R3.10.18 ～ R4.3.25 )

40 ) 【県天】嘉津宇岳安和岳八重岳自然保護区の現状変更（（植物等調査及び試料採 ( R3.10.20 許可）

取）申請

申請者（日付）：国立科学博物館　分子生物多様性研究資料センター　特定非常 ( R3.10.11 ）

勤研究員　柿嶋　聡

許 可 （期間）： 令和3年10月20日 付け 沖縄県教育委員会指令第47号 ( R3.10.20 ～ R7.3.31 )

41 ) 【国天】オカヤドカリ、セマルハコガメ、キシノウエトカゲの現状変更（一時捕獲及び ( R3.10.26 許可）

移動）申請

申請者（日付）：株式会社ユニマットプレシャス代表取締役　髙橋洋二 ( R3.10.13 ）

許 可 （期間）： 令和3年11月19日 付け ３文庁第1640号 ( R3.11.19 ～ R6.8.31 )

42 ) 【国天】セマルハコガメの現状変更（試料採取）申請 ( R3.11.25 許可）

申請者（日付）：東海大学生物学部生物学科講師　鈴木大 ( R3.11.18 ）

許 可 （期間）： 令和3年11月25日 付け 沖縄県教育委員会指令第51号 ( R3.11.25 ～ R3.12.31 )

43 ) 【県天】嘉津宇岳安和岳八重岳自然保護区の現状変更（植物調査及び採取）申請 ( R3.11.30 許可）

申請者（日付）：株式会社沖縄環境保全研究所代表取締役　平良辰二 ( R3.11.19 ）

許 可 （期間）： 令和3年11月30日 付け 沖縄県教育委員会指令第53号 ( R3.11.30 ～ R4.3.25 )

44 ) 【国天】与那覇岳天然保護区域の現状変更（植物調査及び採取）申請 ( R3.12.7 許可）

申請者（日付）：国立環境研究所　遠山弘法 ( R3.11.11 ）

許 可 （期間）： 令和4年1月21日 付け ３文庁第2118号 ( R4.1.21 ～ R5.3.31 )

45 ) 【国天】ケラマジカおよびその生息地の現状変更（工作物の設置）申請 ( R3.12.7 許可）

申請者（日付）：学校法人沖縄科学技術大学院大学学園　理事長 ( R3.7.26 ）

許 可 （期間）： 令和3年12月7日 付け 沖縄県教育委員会指令第54号 ( R3.12.7 ～ R5.3.31 )

46 ) 【県天】嘉津宇岳安和岳八重岳自然保護区の現状変更（試料採取）申請 ( R3.12.7 進達）

申請者（日付）：国立科学博物館　分子生物多様性研究資料センター特定非常勤 ( R3.11.18 ）

研究員　柿嶋聡

許 可 （期間）： 令和3年12月7日 付け 沖縄県教育委員会指令第55号 ( R3.12.7 ～ R5.3.31 )

47 ) 【国天】首里金城の大アカギの現状変更（樹勢回復）申請 ( R3.12.21 進達）

申請者（日付）：那覇市長　城間幹子 ( R3.12.20 ）

許 可 （期間）： 令和4年1月21日 付け ３文庁第2118号 ( R4.1.21 ～ R4.3.31 )

48 ) 【国天】オカヤドカリの現状変更（一時捕獲及び移動）申請 ( R3.12.21 進達）

申請者（日付）：伊是名村長　前田政義 ( R3.12.16 ）

許 可 （期間）： 令和4年1月21日 付け ３文庁第2118号 ( R4.1.21 ～ R6.8.31 )

49 ) 【国天】イリオモテヤマネコの現状変更（生態調査及び試料採取）協議 ( R3.12.21 進達）

協議者（日付）：環境省沖縄奄美自然環境事務所所長 ( R3.12.7 ）

同 意 （期間）： 令和4年1月11日 付け ３受文庁第４号の1878 ( R4.1.11 ～ R6.3.31 )

50 ) 【国天】宮良川のヒルギ林の現状変更（土壌採取）申請 ( R3.12.23 進達）

申請者（日付）：国際研究開発法人　国際農林水産業センター　熱帯・島嶼研究拠 ( R3.12.20 ）

点　所長　大前 英

許 可 （期間）： 令和4年1月21日 付け ３文庁第2118号 ( R4.1.21 ～ R6.3.31 )

51 ) 【国天】首里金城の大アカギの現状変更（木道等設置）計変 ( R3.12.23 進達）

計変者（日付）：那覇市長　城間幹子 ( R3.12.21 ）

許 可 （期間）： 令和4年2月21日 付け ３受文庁第４号の1897 ( R4.2.21 ～ R4.3.31 )

52 ) 【国天】慶佐次湾のヒルギ林の現状変更（土砂の浚渫）申請 ( R3.12.23 進達）

申請者（日付）：東村長　當山全伸 ( R3.12.16 ）

許 可 （期間）： 令和4年1月21日 付け ３文庁第2118号 ( R4.2.21 ～ R4.3.31 )

53 ) 【国天】リュウキュウヤマガメの現状変更（一時捕獲及び標識装着）申請 ( R4.1.21 許可）

申請者（日付）：高田爬虫類研究所沖縄分室　室長　大谷勉 ( R3.12.27 ）

許 可 （期間）： 令和4年1月21日 付け 沖縄県教育委員会指令第2号 ( H18.12.21 ～ R2.5.28 )
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54 ) 【国天】オカヤドカリの現状変更（一時捕獲及び移動）申請 ( R4.1.20 進達）

申請者（日付）：浦添市長 ( R4.1.14 ）

許 可 （期間）： 令和4年2月18日 付け ３文庁第2343号 ( R4.2.18 ～ R4.12.23 )

55 ) 【国天】オカヤドカリの現状変更（一時捕獲及び移動）申請 ( R4.1.25 進達）

申請者（日付）：伊江村長 ( R4.1.19 ）

許 可 （期間）： 令和4年2月18日 付け ３文庁第2343号 ( R4.2.18 ～ R4.3.31 )

56 ) 【県天】クロイワトカゲモドキの現状変更（一時捕獲及び移動）申請 ( R4.2.3 許可）

申請者（日付）：伊江村長 ( R4.1.26 ）

許 可 （期間）： 令和4年2月3日 付け 沖縄県教育委員会指令第10号 ( R4.2.3 ～ R4.3.31 )

57 ) 【国天】オカヤドカリの現状変更（採取）申請 ( R4.2.15 進達）

申請者（日付）：沖縄オカヤドカリ取扱商組合　組合長　新垣昭 ( R4.1.13 ）

許 可 （期間）： 令和4年3月18日 付け ３文庁第282号 ( R4.3.18 ～ R4.9.30 )

58 ) 【国天】オカヤドカリの現状変更（無断現状変更（輸出））申請 ( R4.2.21 進達）

申請者（日付）：（株）ファーイーストエンタープライズ代表取締役　井上徹 ( R4.2.1 ）

許 可 （期間）： 令和4年4月8日 付け ３受文庁第４号の3858 ( R3.7.21 ～ R3.11.17 )

59 ) 【県天】粟国村字西の御願の植物群落の現状変更（植栽木の撤去）申請 ( R4.2.21 許可）

申請者（日付）：粟国村長 ( R4.2.2 ）

許 可 （期間）： 令和4年2月21日 付け 沖縄県教育委員会指令第12号 ( R4.2.21 ～ R4.2.28 )

60 ) 【国天】オカヤドカリの現状変更（一時捕獲及び移動）申請 ( R4.2.24 進達）

申請者（日付）：名護市長 ( R4.2.21 ）

許 可 （期間）： 令和4年3月18日 付け ３文庁第2829号 ( R4.3.18 ～ R5.9.30 )

61 ) 【国天】リュウキュウヤマガメ、オカヤドカリの現状変更（一時捕獲及び移動）協議 ( R4.3.10 進達）

協議者（日付）：沖縄防衛局長 ( R4.2.17 ）

同 意 （期間）： 令和4年5月9日 付け ３受文庁第４号の2359 ( R4.5.9 ～ R5.3.31 )

62 ) 【県天】イボイモリ、クロイワトカゲモドキの現状変更（一時捕獲及び移動）協議 ( R4.3.11 許可）

協議者（日付）：沖縄防衛局長 ( R4.2.17 ）

許 可 （期間）： 令和4年3月11日 付け 沖縄県教育委員会指令第14号 ( R4.3.11 ～ R5.3.31 )

63 ) 【県天】イボイモリ、クロイワトカゲモドキの現状変更（一時捕獲及び移動）申請 ( R4.3.15 許可）

申請者（日付）：沖縄総合事務局北部国道事務所長 ( R4.2.28 ）

許 可 （期間）： 令和4年3月15日 付け 沖縄県教育委員会指令第15号 ( R4.3.15 ～ R5.3.31 )

64 ) 【県天】クロイワトカゲモドキの現状変更（捕獲及び飼育）申請 ( R4.3.15 許可）

申請者（日付）：一般財団法人沖縄美ら島財団理事長　花城良廣 ( R4.2.22 ）

許 可 （期間）： 令和4年3月15日 付け 沖縄県教育委員会指令第16号 ( R4.3.15 ～ R5.4.30 )

65 ) 【県天】イボイモリの現状変更（調査及び試料採取）申請 ( R4.3.14 許可）

申請者（日付）：琉球大学教育学部　准教授　富永篤 ( R4.3.9 ）

許 可 （期間）： 令和4年3月14日 付け 沖縄県教育委員会指令第17号 ( R4.3.14 ～ R7.3.31 )

66 ) 【国天】星立天然保護区域の現状変更（土壌採取）申請 ( R4.3.18 進達）

申請者（日付）：東京農業大学　檜谷昴 ( R4.3.6 ）

許 可 （期間）： 令和4年4月22日 付け ４文庁第19号 ( R4.4.22 ～ R6.3.31 )

67 ) 【県天】嘉津宇岳安和岳八重岳自然保護区の現状変更（昆虫トラップの設置及び ( R4.3.22 許可）

植生調査）申請

申請者（日付）：学校法人沖縄科学技術大学院大学学園　理事長 ( R4.3.7 ）

許 可 （期間）： 令和4年3月22日 付け 沖縄県教育委員会指令第19号 ( R4.3.22 ～ R6.3.31 )

68 ) 【県天】クメジマボタルの現状変更（試料採取）申請 ( R4.3.23 許可）

申請者（日付）：長崎大学　大庭伸也 ( R4.3.10 ）

許 可 （期間）： 令和4年3月23日 付け 沖縄県教育委員会指令第20号 ( R4.3.22 ～ R5.3.31 )

69 ) 【国天】オカヤドカリの現状変更（一時捕獲及び移動）協議 ( R4.3.25 進達）

協議者（日付）：沖縄防衛局長 ( R4.3.4 ）

同 意 （期間）： 令和4年3月30日 付け ３受文庁第４号の2480 ( R4.3.30 ～ R5.3.31 )

70 ) 【国天】オカヤドカリの現状変更（一時捕獲及び移動）協議 ( R4.3.25 進達）

協議者（日付）：沖縄防衛局長 ( R4.3.10 ）

同 意 （期間）： 令和4年3月30日 付け ３受文庁第４号の2481 ( R4.3.30 ～ R7.3.31 )

71 ) 【県天】イシカワガエル、ホルストガエル、イボイモリの現状変更（飼育及び試料採 ( R4.3.31 許可）

取）申請

申請者（日付）：広島大学両生類研究センター長　萩野肇 ( R4.3.31 ）

許 可 （期間）： 令和4年3月31日 付け 沖縄県教育委員会指令第22号 ( R4.3.31 ～ R8.3.31 )
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(4) 建造物  

 ①重文 旧与那国家住宅附とーら 建造物保存修理事業（竹富町） 

  事業種別：国庫補助事業 

   事業主体：竹富町 

   事業目的：重要文化財の保存修理 

   事業内容：重要文化財の保存のための部分解体修理等 

    令和３年度（千円） 

町負担額  2,964 

県補助額  988 

国庫補助額 15,808 

合計 19,760 

 

②建造物琉球漆喰・琉球赤瓦製作施工文化財保存技術（伝承）事業 

   事業種別：国庫補助事業 

   事業主体：一般財団法人 沖縄美ら島財団 

   事業目的：建造物塗装及び赤瓦製造・瓦葺き技術の伝承者養成 

   事業内容：建造物塗装及び赤瓦製造・瓦葺き技術の養成に関する講義・実習 

    令和３年度（千円） 

実施団体負担額  89 

県補助額    0 

国庫補助額 7,587 

合計 7,676 

 

③中村家住宅 重要文化財等防災施設整備事業（北中城村）    

事業種別：国庫補助事業 

   事業主体：所有者 

   事業目的：重要文化財の防災のための消火設備設置工事 

   事業内容：重要文化財の防災のためのスプリンクラー設置工事 

    令和３年度（千円） 

所有者負担額  1,342 

村負担額  1,342 

県補助額  893 

国庫補助額 14,306 

合計 17,883 

 

④高良家住宅 重要文化財等防災施設整備事業（座間味村）    

事業種別：国庫補助事業 

   事業主体：座間味村 

   事業目的：重要文化財の防災のための消火設備設置工事 
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   事業内容：重要文化財の防災のためのスプリンクラー設置工事 

    令和３年度（千円） 

村負担額 1,824 

県補助額 607 

国庫補助額 9,726 

合計 12,157 

 

⑤竹富町竹富島伝統的建造物群基盤強化事業（竹富町） 

   事業種別：国庫補助事業 

   事業主体：竹富町 

   事業目的：重要伝統的建造物保存地区のおける建造物等の保存修理 

   事業内容：保存地区内の４物件（５建造物）の修理工事 

    令和３年度（千円） 

町負担額 3,597 

県補助額 1,199 

国庫補助額  19,185 

合計 23,981 

 

８ 記念物  

（１）史跡・名勝・文化的景観 

  本県における国指定の史跡・名勝（特別名勝を含む）、国登録の登録記念物、

国選定の文化的景観、県指定の史跡・名勝の件数は合計130件（令和４年３月  
31日現在）である。令和３年８月27日には石垣市の「海底電線陸揚室跡（電信

屋）」が55件目の県指定史跡となった。今後も貴重な文化財の適切な保存・活

用を図るために、指定等文化財件数を増やしていく必要がある。  
  史跡・名勝等の復元整備等については、現在、国・県指定文化財を中心に進

めている。令和３年度は史跡の「円覚寺跡」「白保竿根田原洞穴遺跡」「フルス

ト原遺跡」及び名勝「伊江御殿別邸庭園」で史跡等保存活用計画策定事業を実

施したが、このうち「白保竿根田原洞穴遺跡」は事業を令和４年度に繰り越し

た。史跡「中城城跡」「勝連城跡」「浦添城跡」「今帰仁城跡附シイナ城跡」「今

帰仁城跡附シイナ城跡（災害復旧）」「具志川城跡」「伊礼原遺跡」「内間御殿」

「北大東島燐鉱山遺跡」「先島諸島火番盛（タカニク）」「宇江城城跡（災害復

旧）」「斎場御嶽」「中頭方西海道及び普天満参詣道」「中城ハンタ道」「円覚寺

跡」「知念城跡」「糸数城跡」「先島諸島火番盛（小城盛）」及び名勝「伊江殿内

庭園」「アマミクヌムイ（越来グスク）」において、歴史活き活き！史跡等総合

活用整備事業を実施したが、このうち史跡「勝連城跡」「今帰仁城跡附シイナ

城跡」「伊礼原遺跡」は事業を令和４年度に繰り越した。また、史跡「座喜味

城跡」と「浦添城跡」において重要文化財防災施設整備事業を実施した。  
また、文化的景観保護推進事業は、重要文化的景観「今帰仁村今泊のフクギ屋

敷林と集落景観」と「北大東島の燐鉱山由来の文化的景観」で実施したが、こ
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のうち前者は事業を令和４年度に繰り越した。史跡等買上事業は、史跡「今帰

仁城跡附シイナ城跡」「中城ハンタ道」「佐敷城跡」「山田城跡」で直接買上を、

史跡「伊礼原遺跡」で先行取得償還を実施した。その他、県指定史跡・名勝「首

里金城町石畳道」では保存修理事業を、県指定史跡「ミントングスク」では管

理事業を実施した。  
 
①国庫補助事業  

ア）史跡等保存活用計画策定事業  
ａ）事 業 名：史跡「円覚寺跡」史跡等保存活用計画策定事業 

    事業主体：沖縄県 

    事業経費：3,520,040 円（国 2,816,000 円、県 704,040 円） 

    事業内容：○保存活用計画書を刊行した。 

   ◇円覚寺跡保存活用計画策定委員会 

    １）令和３年７月 21 日（対面・オンライン併用） 

２）令和４年 12 月 24 日（対面・オンライン併用） 

ｂ）事 業 名：史跡「白保竿根田原洞穴遺跡」史跡等保存活用計画策定事業 

事業主体：沖縄県 

     事業経費：7,536,380 円（国 6,028,000 円、県 1,508,380 円） 

事業内容：新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、保存活用計画 

の策定に必要な回数の委員会が開催できなかったため、次年

度に繰り越した。 

   ◇白保竿根田原洞穴遺跡保存活用計画策定委員会 

    １）新型コロナウイルス感染症拡大の影響により書面開催 

    ２）令和４年３月 16 日（八重山合同庁舎） 

ｃ）事 業 名：名勝「伊江御殿別邸庭園」史跡等保存活用計画策定事業 

    事業主体：那覇市 

    事業経費：3,710,000 円（国 2,968,000 円、県 0 円、市 742,000 円） 

    事業内容：○保存活用計画書を刊行した。 

   ◇伊江御殿別邸庭園保存活用計画策定検討委員会 

    １）令和４年２月９日（伊江御殿別邸庭園） 

    ２）令和４年３月 12 日（伊江御殿別邸庭園） 

ｄ）事 業 名：史跡「フルスト原遺跡」史跡等保存活用計画策定事業 

 事業主体：石垣市 

    事業経費：2,079,657 円（国 1,663,000 円、県 0 円、市 416,657 円） 

    事業内容：○中間報告書を取りまとめた。 

   ◇フルスト原遺跡保存活用計画策定委員会 

    １）令和４年３月 17 日（フルスト原遺跡）  
 

イ）歴史活き活き！史跡等総合活用整備事業  
  ａ）事 業 名：史跡「中城城跡」歴史活き活き！史跡等総合活用整備事業  
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    事業主体：中城村  
    事業経費：43,766,551 円(国 35,013,000 円、県 975,000 円、村 7,778,551

円) 

事業内容：○一の郭南側城壁沿い発掘調査の成果をまとめた報告書を刊

行した。 

○発掘調査で出土した金属製品の保存処理及び化学分析と、

炭化物の年代測定を実施した。  
○一の郭北西側城壁の解体及び一部積み直し工事を行った。  

  ｂ）事 業 名：史跡「勝連城跡」歴史活き活き！史跡等総合活用整備事業  
    事業主体：うるま市  
    事業経費：26,677,000 円（国 21,341,000 円、県 594,000 円、市 4,742,000

円） 

    事業内容：○西原御門の遺構調査の成果をまとめ、報告書を刊行した。 
○西原御門の環境整備工事は、新型コロナウイルス感染症拡

大の影響で資材調達に遅れが生じたため、次年度に繰り越

した。  
   ◇勝連城跡整備委員会  
    １）令和３年９月 13 日（あまわりパーク、勝連城跡） 

２）令和４年３月 23 日（あまわりパーク、勝連城跡） 

  ｃ）事 業 名：史跡「浦添城跡」歴史活き活き！史跡等総合活用整備事業 

    事業主体：浦添市 

事業経費：19,890,482 円（国 15,912,000 円、県 442,000 円、市 3,536,482

円） 

    事業内容：○第Ⅱ期整備地区の基本設計を行った。 

○浦添ようどれ出土遺物の化学分析を行った。 

○発掘調査報告書刊行に向けて遺物実測図のトレース、遺物

写真の撮影・編集を行った。 

   ◇浦添城跡整備委員会 

    １）令和３年８月 20 日（浦添市役所、浦添城跡） 

    ２）令和４年２月 24 日（浦添市役所、浦添城跡） 

  ｄ）事 業 名：史跡「今帰仁城跡附シイナ城跡」歴史活き活き！史跡等総合

活用整備事業 

    事業主体：今帰仁村 

    事業経費：8,618,000 円（国 6,894,000 円、県 0 円、村 1,724,000 円） 

    事業内容：○志慶真門郭城壁修理工事に伴う設計を行った。 

○志慶真門郭南側城壁崩落部のレーザー測量（解体前と解体

後）を実施した。 

   ◇今帰仁城跡附シイナ城跡調査研究整備委員会 

    １）令和４年３月 24 日（今帰仁村歴史文化センター、今帰仁城跡附シ

イナ城跡） 
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  ｅ）事 業 名：史跡「今帰仁城跡附シイナ城跡」歴史活き活き！史跡等総合

活用整備事業（災害復旧） 

    事業主体：今帰仁村 

    事業経費：21,003,000 円（国 17,852,000 円、県 0 円、村 3,151,000 円） 

    事業内容：○平成 30 年度に崩落した主郭東側城壁の修理工事を行った。 

○修理工事に伴う調査や監理を行った。 

  ｆ）事 業 名：史跡「具志川城跡」歴史活き活き！史跡等総合活用整備事業 

    事業主体：久米島町 

    事業経費：21,857,495 円（国 17,485,000 円、県 486,000 円、町 3,886,495

円） 

    事業内容：○三の郭崩落面の土質調査（ボーリング）を実施した。 

   ◇具志川城跡整備委員会 

    １）令和４年２月 17 日（具志川城跡） 

  ｇ）事 業 名：史跡「伊礼原遺跡」歴史活き活き！史跡等総合活用整備事業  
    事業主体：北谷町  
    事業経費：37,032,000 円（国 29,625,000 円、県 825,000 円、町 6,582,000

円） 

事業内容：○縄文の海地区整備工事について、施工範囲の修正設計が生

じ、年度内での完了が困難となったため、次年度に繰り越

した。 

  ｈ）事 業 名：名勝「伊江殿内庭園」歴史活き活き！史跡等総合活用整備事

業  
 事業主体：那覇市  

    事業経費：14,034,900 円（国 11,227,000 円、県 312,000、市 2,495,900

円）  
    事業内容：○園路の遺構確認及び池底面の現状確認のため発掘調査を実

施した。  
○主庭部の保存整備工事と植栽工事を行った。  

   ◇伊江殿内庭園整備委員会  
    ※新型コロナウイルス感染症拡大の影響により開催中止。  
  ｉ）事 業 名：史跡「内間御殿」歴史活き活き！史跡等総合活用整備事業 

 事業主体：西原町 

    事業経費：5,043,374 円（国 4,034,000 円、県 112,000 円、町 897,374

円） 

    事業内容：○東江御殿石牆北側修理工事の実施設計を行った。 

   ◇内間御殿整備委員会 

１）令和４年２月２日（西原町立図書館、内間御殿） 

２）令和４年３月１日（西原町立図書館、内間御殿） 

３）令和４年３月 23 日（西原町立図書館、内間御殿） 

  ｊ）事 業 名：史跡「北大東島燐鉱山遺跡」歴史活き活き！史跡等総合活用
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整備事業 

    事業主体：北大東村 

    事業経費：21,760,000 円（国 17,408,000 円、県 484,000 円、村 3,868,000

円） 

事業内容：○燐鉱石貯蔵庫散在遺物整理工事を行った。 

   ◇北大東島燐鉱山遺跡整備委員会 

    １）令和３年 11 月８日（八汐荘） 

    ２）令和４年２月 27 日（北大東村人材交流センター） 

  ｋ）事 業 名：史跡「先島諸島火番盛」歴史活き活き！史跡等総合活用整備

事業 

    事業主体：竹富町 

    事業経費：2,922,140 円（国 2,337,000 円、県 0 円、町 585,140 円） 

    事業内容：○タカニクの案内説明板製作及び設置工事を行った。 

○整備基本計画の方針について、火番盛が所在する４市町村

（宮古島市・多良間村・石垣市・与那国町）と協議を行っ

た。 

  ｌ）事 業 名：史跡「宇江城城跡」歴史活き活き！史跡等総合活用整備事業

（災害復旧） 

    事業主体：久米島町 

    事業経費：25,071,231 円（国 21,310,000 円、県 0 円、町 3,761,231 円） 

事業内容：○令和元年、令和２年度に崩落した城壁と崩落面の養生工事

を行った。 

○崩落面一帯の岩盤及び堆積状況を把握するためボーリン

グ調査を実施した。 

○崩落面三次元測量図化を行った。 

   ◇宇江城城跡整備委員会 

    １）令和４年２月 18 日（宇江城城跡） 

※新型コロナウイルス感染症拡大の影響により回数を減少 

  ｍ）事 業 名：名勝「アマミクヌムイ（越来グスク）」歴史活き活き！史跡等

総合活用整備事業 

    事業主体：沖縄市 

    事業経費：3,318,843 円（国 2,655,000 円、県 0 円、市 663,843 円） 

    事業内容：○整備基本計画の策定を行った。 

   ◇アマミクヌムイ（越来グスク）整備委員会 

    １）令和３年 11 月 26 日（越来グスク） 

    ２）令和４年１月 31 日（越来グスク） 

  ｎ）事 業 名：史跡「斎場御嶽」歴史活き活き！史跡等総合活用整備事業 

    事業主体：南城市 

    事業経費：6,610,436 円（県 5,288,000 円、県 146,000 円、市 1,176,436

円） 
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    事業内容：○整備基本計画の策定を行った。 

◇斎場御嶽整備委員会 

１）令和３年８月 31 日（南城市立知念図書館、斎場御嶽） 

２）令和３年 10 月 28 日（南城市役所、斎場御嶽） 

３）令和４年１月 13 日（南城市役所） 

４）令和４年２月 15 日（南城市役所） 

  ｏ）事業名：史跡「中頭方西海道及び普天満参詣道」歴史活き活き！史跡等

総合活用整備事業 

    事業主体：浦添市 

    事業経費：3,228,900 円（国 2,583,000 円、県 0 円、市 645,900 円） 

    事業内容：○整備基本計画の策定を行った。 

   ◇中頭方西海道及び普天満参詣道整備委員会 

    １）令和３年 12 月８日（浦添市役所） 

    ２）令和４年２月 25 日（浦添市役所） 

  ｐ）事 業 名：史跡「中城ハンタ道」歴史活き活き！史跡等総合活用整備事

業 

    事業主体：中城村 

    事業経費：12,891,847 円（県 10,313,000 円、県 286,000 円、村 2,292,847

円） 

    事業内容：○路面等の遺構を確認するため試掘調査を実施した。 

○整備基本設計（ボーリング調査や地形測量等含む）を行っ

た。 

   ◇中城ハンタ道整備委員会 

    １）令和４年２月 22 日（中城ハンタ道） 

  ｑ）事 業 名：史跡「円覚寺跡」歴史活き活き！史跡等総合活用整備事業（令

和２年度補正繰越） 

    事業主体：沖縄県 

    事業経費：106,454,899 円（国 85,163,000 円、県 21,291,899 円） 

    事業内容：○木材素屋根設置工事を行った。 

   ◇円覚寺跡整備委員会 

    ※新型コロナウイルス感染症拡大の影響により開催中止。 

  ｒ）事 業 名：史跡「知念城跡」歴史活き活き！史跡等総合活用整備事業（令

和２年度補正繰越） 

    事業主体：南城市 

    事業経費：14,946,657 円（国 11,957,000 円、県 332,000 円、市 2,657,657

円） 

    事業内容：○西側城壁の遺構確認調査を実施した。 

○西側城壁の積み直しを行った。 

   ◇知念城跡整備委員会 

    １）令和３年 11 月 30 日（知念城跡） 
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    ２）令和４年３月 22 日（南城市立知念図書館、知念城跡） 

  ｓ）事 業 名：史跡「糸数城跡」歴史活き活き！史跡等総合活用整備事業（令

和２年度補正繰越 

    事業主体：南城市 

    事業経費：21,385,186 円（国 17,108,000 円、県 476,000 円、市 3,801,186

円） 

    事業内容：○南のアザナ南側城壁修復工事を行った。 

○保存整備基本設計の基礎資料となる現況地形測量を実施

した。 

○展望デッキ設置予定箇所の試掘調査を実施した。 

   ◇糸数城跡整備委員会 

    １）令和３年 10 月７日（南城市役所、糸数城跡） 

２）令和４年２月 16 日（南城市役所、糸数城跡） 

３）令和４年３月 15 日（南城市役所、糸数城跡） 

  ｔ）事 業 名：史跡「先島諸島火番盛」歴史活き活き！史跡等総合活用整備

事業（先端技術） 

    事業主体：竹富町 

    事業経費：36,300,000 円(国 29,040,000 円、県 827,000 円、町 6,433,000

円) 

事業内容：○次年度以降予定している整備基本計画の基礎資料として、

小城盛のレーザー測量を実施した。 

 

 ウ）重要文化財防災施設整備事業  
  ａ）事 業 名：史跡「座喜味城跡」（災害復旧）防災施設整備事業（記念物） 

    事業主体：読谷村 

    事業経費：5,193,100 円（国 4,414,000 円、県 0 円、村 779,100 円） 

事業内容：○指定地内西側法面で発生した土砂災害の復旧工事を行った。 

  ｂ）事 業 名：史跡「浦添城跡」防災施設整備事業（記念物） 

    事業主体：浦添市 

    事業経費：16,390,750 円（国 12,920,000 円、県 0 円、市 3,470,750 円） 

    事業内容：○令和元年に岩が崩落した北側崖面の対策工事を行った。 

 
エ）文化的景観保護推進事業  

  ａ）事 業 名：今帰仁今泊のフクギ屋敷林と集落景観保護推進事業 

    事業主体：今帰仁村 

    事業経費：3,429,250 円（国 2,743,000 円、県 0 円、村 686,250 円） 

    事業内容：○重要文化的景観の PR 映像制作とデジタルアーカイブを製

作した。 

  ｂ）事 業 名：北大東島の燐鉱山由来の文化的景観保護推進事業 

    事業主体：北大東村 
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    事業経費：4,598,000 円（国 3,679,000 円、県 0 円、村 919,000 円） 

    事業内容：○整備計画策定を行い、中間報告書をとりまとめた。 

   ◇北大東島の燐鉱山由来の文化的景観整備計画策定委員会 

    １）令和３年８月 27 日（八汐荘） 

２）令和３年 12 月６日（八汐荘） 

３）令和４年２月 27 日（北大東村人材交流センター） 

 
 オ）史跡等土地買上事業  
  ａ）事 業 名：史跡「今帰仁城跡附シイナ城跡」史跡等買上 (直接買上 )事業  
    事業主体：今帰仁村  
    事業経費：59,913,225円（国47,930,000円、県0円、村11,983,225円）  
    買 上 実 績：17,516.0㎡  7筆  

ｂ）事 業 名：史跡「中城ハンタ道」史跡等買上（直接買上）事業  
    事業主体：中城村  
    事業経費：18,970,880円（国15,176,000円、県0円、村3,794,880円） 

    買 上 実 績：1,662.0㎡  6筆  
    ｃ）事 業 名：史跡「佐敷城跡」史跡等買上（直接買上）事業  
    事業主体：南城市  
    事業経費：28,512,393円（国22,809,000円、県0円、市5,703,393円）  
    買 上 実 績：1,499.0㎡  4筆  

ｄ）事 業 名：史跡「山田城跡」史跡等買上（直接買上）事業           

    事業主体：恩納村  
    事業経費：30,850,495円（国24,679,999円、県0円、村6,170,496円）  
    買 上 実 績：8,245.0㎡  4筆  

ｅ）事 業 名：史跡「伊礼原遺跡」史跡等買上（先行取得償還）事業  
    事業主体：北谷町  
    事業経費：176,979,090円（国141,583,000円、県0円、町35,396,090円）  
    買 上 実 績：平成24年度より10年間にわたり起債等による借入金を国・県

の補助を得て年次計画で償還していく。  
 

②県補助事業 

 ア）史跡・名勝保存修理事業  
    事 業 名：県指定史跡・名勝「首里金城町石畳道」保存修理事業  
    事業主体：那覇市  
    事業経費：427,900円（県128,000円、市299,900円） 

    事業内容：○石畳道の所々に石の欠損や沈下が確認されており、通行に

支障をきたしていたため補修工事を行った。 

  イ）管理事業 

    事 業 名：県指定史跡「ミントングスク」管理事業 

    事業主体：南城市 
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    事業経費：100,000円（県50,000円、市50,000円）  
    事業内容：○県指定史跡「ミントングスク」の適切な保存と活用を図る

ため、文化財指定地域の雑草木の除去及び清掃を行った。 

 

③史跡・名勝の現状変更等 

１）史跡「首里城跡」の現状変更（令和３年４月19日付け３受文庁第４号の７） 

  国営沖縄記念公園事務所による首里城正殿等の復元に向け、石積み取り外し

及び御庭見学通路（身障者用スロープ）付け替えを文化庁が同意。 

２）史跡「今帰仁城跡附シイナ城跡」の現状変更（令和３年５月21日付け３文庁

第215号） 

  今帰仁村によるサイン設置及び主郭東側城壁修復工事、外郭地区試掘調査を

文化庁が許可。 

３）史跡「糸数城跡」の現状変更（令和３年５月21日付け３文庁第215号） 

  南城市による南のアザナ南側石積積み直し及び足場設置を文化庁が許可。 

４）史跡「知念城跡」の現状変更（令和３年５月21日付け３文庁第215号） 

  南城市による西側城壁修復工事及び足場設置を文化庁が許可。 

５）史跡「座喜味城跡」の現状変更（令和３年５月21日付け３文庁第215号）令和

３年4月21日付け教文第145号 

  読谷村による保存整備に伴う樹木伐採や切土、植生マット設置、寄石を文化

庁が許可。 

６）史跡「首里城跡」の現状変更（令和３年６月７日付け３受文庁第４号の269） 

  国営沖縄記念公園事務所による首里城正殿等の復元に向け、北殿北側見学通

路の設置及び奉神門側御庭既存スロープ縁石等の撤去、植栽の撤去、転落防

止フェンスの撤去、照明設備の撤去（広福門ライトアップ用照明設備）、先

行配管の設置を文化庁が同意。 

７）史跡「首里城跡」の現状変更（令和３年６月７日付け３受文庁第４号の390） 

  国営沖縄記念公園事務所による首里城正殿等の復元に向け、陳列館（事務所）

新築（附帯設備・外構共）及び工事用仮設工作物の設置（高所作業用仮設外

部足場の設置、資材搬入用乗り入れ構台、資材置き場設置）を文化庁が同意。 

８）史跡「北谷城跡」の現状変更（令和３年６月11日付け３受文庁第４号の389） 

  沖縄防衛局による構造物（アスファルト舗装及び、水タンク、フェンス、門

扉、ガードレール、給水管、電柱、汚水桝、汚水管）の撤去を文化庁が同意。 

９）史跡「北大東島燐鉱山遺跡」の現状変更の期間変更（令和３年６月14日付け

３受文庁第４号の403） 

  令和２年11月20日付２文庁第1217で文化庁が許可し、令和３年３月25日付け

２受文庁第４号の2262で期間変更を承認された現状変更の再承認。 

10）史跡「中城城跡」の現状変更（令和３年６月18日付け３文庁第389号） 

  中城村による一の郭北側及び西側城壁のコーナー部の修復工事を文化庁が

許可。 

11）県指定史跡「伊祖城跡」の現状変更（令和３年７月14日付け沖縄県教育委員
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会指令第36号） 

  浦添市による砕石舗装工と階段工の設置を沖縄県教育委員会が許可し、期間

変更（令和４年３月14日付け沖縄県教育委員会指令第36-2号）を承認。 

12）名勝「伊江殿内庭園」の現状変更（令和３年７月16日付け３文庁第655号） 

  那覇市による庭園の主底部の園路や池の遺構確認調査を文化庁が許可。 

13）名勝「伊江御殿別邸庭園」の現状変更（令和３年７月16日付け３文庁第655

号） 

  那覇市による建物遺構の有無確認と池の流末や排水機能の現状の把握のた

めの試掘調査を文化庁が許可。 

14）史跡「円覚寺跡」の現状変更（令和３年７月16日付け３文庁第655号） 

  那覇市による円鑑池内の樹木撤去、石積工、防水工、園路舗装工や説明板・

案内板設置を文化庁が許可し、期間変更（令和４年３月23日付け３受文庁財

第４号の2374）を承認。 

15）名勝「アマミクヌムイ ゑぞゑぞのいしぐすく・金ぐすく（伊祖グスク）」

の現状変更（令和３年７月16日付け３文庁第655号） 

  浦添市による砕石舗装工と階段工を文化庁が許可し、期間変更（令和４年３

月23日付け３受文庁財第４号の2374）を承認。 

16）史跡「浦添城跡」の現状変更（令和３年７月16日付け３文庁第655号） 

  浦添市による園路整備（路体盛、砕石舗装、階段設置、転落防止柵設置）及

び便益施設［トイレ］（本体設置工、給水管引込工、電気設備工）の設置を

文化庁が許可。 

17）史跡「北大東島燐鉱山遺跡」の現状変更（令和３年７月16日付け３文庁第655

号） 

  北大東村によるコンクリート製の柱や梁の撤去を文化庁が許可。 

18）史跡「座喜味城跡」の現状変更（令和３年７月26日付け沖縄県教育委員会指

令第37号） 

  読谷村の許可を受け、株式会社ナノベーションによる企業研修の一環に伴っ

て仮設テントや仮設トイレ、提灯や灯籠等の設置を沖縄県教育委員会が許可。 

19）史跡「首里城跡」の現状変更（令和３年８月３日付け３受文庁第４号の779） 

  国営沖縄記念公園事務所による首里城正殿等の復元に向け、磚の撤去、撤去

箇所への採石敷均し及び北殿北側見学通路施工に伴う工事を文化庁が同意。 

20）史跡「首里城跡」の現状変更（令和３年９月９日付け３受文庁第４号の941） 

  国営沖縄記念公園事務所による首里城正殿等の復元に向け、木材倉庫の新築

及び木材倉庫新築に伴う工事用仮設工作物の設置（仮設外部足場、仮囲い、

仮設鉄板敷）、北殿基壇の磚撤去、首里城漏刻門外壁修繕補修に伴う仮設外

部足場、素屋根、仮囲いの設置を文化庁が同意。 

21）史跡「中城城跡」の現状変更（令和３年９月22日付け沖縄県教育委員会指令

第43号） 

  中城村の許可を受け、自由惑星音楽株式会社によるイベント開催に伴う仮設

舞台及び仮設テント、発電機の設置を文化庁が許可。 
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22）県指定名勝「万座毛」の現状変更の期間変更（令和３年９月27日付け沖縄県

教育委員会指令第44号） 

  学校法人沖縄科学技術大学院大学学園による砂礫採取や金属杭設置、小型水

温計設置の調査を令和元年６月20日付け、沖縄県教育委員会指令第44号で許

可し、期間変更を承認。 

23）史跡「首里城跡」の現状変更（令和３年10月５日付け３受文庁第４号の1149） 

  国営沖縄記念公園事務所による首里城正殿等の復元に向け、配管工事及び工

事用仮設道路、下之御庭デジタルサイネージ、北殿北側仮設見学通路及び正

殿跡周辺における解説板の設置を文化庁が同意。 

24）名勝及び天然記念物「八重干瀬」の現状変更の期間変更（令和３年10月５日

付け３受文庁第４号の1323） 

  学校法人沖縄科学技術大学院大学学園による砂礫採取や金属杭設置、小型水

温計設置の調査を令和元年７月19日付け元受庁財第４号の334で文化庁が許

可し、期間変更を承認。 

25）史跡「宇江城城跡」の現状変更（令和３年10月15日付け３文庁第1253号） 

  久米島町による一の郭崩落面の養生工事及び崩落石積みの搬出・集積、一の

郭崩落面の土質調査を文化庁が許可。 

26）史跡「具志川城跡」の現状変更（令和３年10月15日付け３文庁第1253号） 

  久米島町による三の郭外の雑木伐採及び三の郭外足場設置、三の郭崩落地点

のボーリング調査を文化庁が許可。 

27）史跡「山田城跡」の現状変更（令和３年10月15日付け３文庁第1253号） 

  恩納村による指定地南側での城壁遺構等確認のための調査を文化庁が許可。 

28）名勝「伊江殿内庭園」の現状変更（令和３年10月15日付け３文庁第1253号） 

  那覇市による庭園の修景を目的とした植栽工と園路Ａ・Ｃの修復工を文化庁

が許可。 

29）史跡「今帰仁城跡附シイナ城跡」の現状変更（令和３年10月25日付け沖縄県

教育委員会指令第48号） 

  今帰仁村の許可を受け、株式会社YuMeMUSICによるイベント開催に伴う照明・

音響設備及び配線、ステージ装飾用イントレ、出演者控え室用の仮設テント

等設置を沖縄県教育委員会が許可。 

30）県指定名勝「サンニヌ台」の現状変更（令和３年11月18日付け沖縄県教育委

員会指令第49号） 

  山口大学大学院による試料採取を沖縄県教育委員会が許可。 

31）名勝「東平安名崎」の現状変更（令和３年11月19日付け３文庁第1640号） 

  宮古島市の同意を受け、保良自治会による環境整備協力金徴収用ポールと管

理用ブース、環境整備協力金看板の設置を文化庁が許可。 

32）史跡「北谷城跡」の現状変更（令和３年11月19日付け３文庁第1640号） 

  北谷町による指定地丘陵でのボーリング調査を文化庁が許可。 

33）史跡「今帰仁城跡附シイナ城跡」の現状変更（令和３年11月29日付け沖縄県

教育委員会指令第52号） 
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  今帰仁村の許可を受け、現代版組踊 北山の風 北山てぃーだの会によるイベ

ントに伴う照明及び音響等配置イントレやスタッフ用の仮設テント、城壁へ

のライトアップ用投光器設置を沖縄県教育委員会が許可。 

34）史跡「首里城跡」の現状変更（令和３年12月17日付け３受文庁第４号の1991） 

  国営沖縄記念公園事務所による首里城正殿等の復元に向け、正殿の復元、見

学デッキを含む正殿素屋根の新築及び工事用仮設工作物の設置を文化庁が

同意。 

35）史跡「糸数城跡」の現状変更（令和３年12月17日付け３文庁第1892号） 

  南城市による指定地内の北のアザナで展望デッキ設置に向けて行う情報収

集のための遺構確認調査を文化庁が許可。 

36）史跡「勝連城跡」の現状変更（令和３年12月17日付け３文庁第1892号） 

  うるま市による敷地造成工及び施設整備工、標柱等移設工を文化庁が許可。 

37）史跡「今帰仁城跡附シイナ城跡」の現状変更（令和３年12月23日付け沖縄県

教育委員会指令第56号） 

  今帰仁村の許可を受け、今帰仁グスク桜まつり実行委員会によるイベントに

伴う照明及び音響等配置イントレ、行灯、城壁へのライトアップ用投光器設

置等を沖縄県教育委員会が許可。 

38）史跡「座喜味城跡」の現状変更（令和４年１月18日付け沖縄県教育委員会指

令第１号） 

  読谷村による樹木の伐採を沖縄県教育委員会が許可。 

39）史跡「今帰仁城跡」の現状変更（令和４年１月20日付け沖縄県教育委員会指

令第４号） 

  今帰仁村によるコンクリートブロック造りの豚舎及びコンクリート造りの

浄化槽の撤去工事を沖縄県教育委員会が許可。 

40）史跡「内間御殿」の現状変更（令和４年１月21日付け３文庁第2118号） 

  西原町による樹木の保全に伴う土壌改良を文化庁が許可。 

41）史跡「伊礼原遺跡」の現状変更（令和４年１月21日付け３文庁第2118号） 

  北谷町による園路広場整備工事（舗装工、園路縁石工、修景施設整備工、管

理施設施整備工及び植栽工）を文化庁が許可。 

42）県指定史跡・名勝「首里金城町石畳道」の現状変更（令和４年１月21日付け

沖縄県教育委員会指令第５号） 

  那覇市より許可を受け、沖縄電力株式会社送配電本部那覇支店理事支店によ

る傾斜した電柱の建替工事を沖縄県教育委員会が許可。 

43）県指定史跡「伊是名城跡」の現状変更（令和４年１月25日付け沖縄県教育委

員会指令第６号） 

  伊是名村による遺構確認を目的とした発掘調査を沖縄県教育委員会が許可。 

44）史跡「座喜味城跡」の現状変更（令和４年２月１日付け沖縄県教育委員会指

令第７号） 

  読谷村による排水管設置を沖縄県教育委員会が許可。 

45）県指定名勝「伊江村の城山」の現状変更（令和４年２月３日付け沖縄県教育
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委員会指令第８号） 

  伊江村による既存落石防止策の撤去及び再設置を沖縄県教育委員会が許可。 

46）県指定史跡・名勝「首里金城町石畳道」の現状変更（令和４年２月３日付け

沖縄県教育委員会指令第11号） 

  那覇市による歩行者及び車両の円滑な通行を確保するための整備に伴う石

敷き補修工事を沖縄県教育委員会が許可。 

47）史跡「今帰仁城跡附シイナ城跡」の現状変更（令和４年２月４日付け沖縄県

教育委員会指令第９号） 

  今帰仁村の許可を受け、株式会社髙橋企画によるイベントに伴う照明及び音

響配置イントレ、仮設テント、仮設トイレ、仮設電源、投光器設置等を沖縄

県教育委員会が許可。 

48）史跡「首里城跡」の現状変更（令和４年２月18日付け３受文庁第４号の2120） 

  国営沖縄記念公園事務所による首里城正殿復元に向け、屋根瓦の色調と瓦当

文様及び正殿の北側避難口設置等、二階御差床高欄、大龍柱の向き、小屋丸

太梁の樹種を文化庁が同意。 

49）史跡「首里城跡」及び名勝「首里城書院・鎖之間庭園」の現状変更（令和４

年２月22日付け３受文庁第４号の1998） 

  国営沖縄記念公園事務所による首里城正殿復元に向け、書院・鎖之間跡の既

設スラブ上へ工事警備室の基礎及び露出配管を施工文化庁が同意。 

50）史跡「座喜味城跡」の現状変更（令和４年３月９日付け沖縄県教育委員会指

令第13号） 

  読谷村による指定地内においてピープルカウンターの設置を沖縄県が許可。 

51）名勝「宮良殿内庭園」の現状変更（令和４年３月18日付け３文庁第2829号） 

  石垣市による石牆の積み直しと一部の竹の伐採を文化庁が許可。 

52）史跡「首里城跡」の現状変更（令和４年３月23日付け３受文庁第４号の2311） 

  国営沖縄記念公園事務所による首里城正殿復元に向け、配管新設及び既存配

管の更新に伴う試掘を文化庁が同意。 
 
 

９ 銃砲刀剣類の登録 

 銃砲刀剣類の所持については、「銃砲刀剣類所持等取締法」による定めがある。 

その中でもとりわけ「美術品若しくは骨董品として価値のある火縄式鉄砲などの

古式銃砲または美術品として価値のある刀剣類」の登録については、平成 12 年

度の同法改正により、それまでの文化庁長官の機関委任事務から都道府県の自治

事務となったため、県教育委員会が任命した銃砲刀剣類登録審査委員の鑑定に基

づいて行うことになっている。銃砲刀剣類登録審査委員の任期は２年である。 

令和３年度は令和４年３月３日（木）及び３月 30 日（水）に登録審査会を行

い、新規登録を行った。県内における銃砲刀剣類の登録件数は、令和４年３月 31  

日現在で 1,081 件となっている。 
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令和３年度の新規登録 

区分 種別 申請件数 登録件数 

刀剣類 

た ち ０ ０ 

刀 ５ ３ 

わ き ざ し ２ ２ 

短 刀 ０ ０ 

や り ０ ０ 

な ぎ な た ０ ０ 

古式銃砲 
火 縄 銃 １ １ 

その他の古式銃砲 １ ０ 

合  計 ９ ６ 

 

 

10 みんなの文化財図鑑刊行事業 

○事業目的 

沖縄の歴史・文化の普及・啓発を行うため、国指定文化財、県指定文化財、 

市町村指定文化財を紹介する書籍５冊を刊行する。刊行後は、県内の学校及び

公立図書館を中心に配布する。  

○事業概要 

沖縄県の文化財を広く普及するために、「有形文化財編」「無形文化財編・

民俗文化財編」「史跡・名勝編」「天然記念物編」「埋蔵文化財編」を作成す

る。令和３年度は「天然記念物編」を刊行し、小中学校、高等学校、公立図書

館など 611 ヶ所に配布した。これにより、５冊すべての刊行・配布を終えた。 
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11 郷土文化保護育成 

 (1) 沖縄県立埋蔵文化財センター事業 

県立埋蔵文化財センターは、埋蔵文化財の調査研究及び保存を行うとと

もに、その活用を図り、教育、学術及び文化の発展に寄与することを目的と

している。 

具体的には、団体見学の受け入れや体験学習、企画展、文化講座の開催を

はじめ、資料の貸し出しと閲覧室の開放などを行っている。 

これらを通して、埋蔵文化財に関する情報の活用を図り、県民をはじめと

する多くの人々が、沖縄県の埋蔵文化財の重要性について理解を深めるこ

とを目途としている。 

 

①常設展示 

１）常設展示室 

常設展示室は、10 のテーマに沿ったコーナー展示を行っている。中央

には、これまでの発掘調査の成果をもとに再現した「2,000 年前の琉球

のムラ」のジオラマ（模型）を配置し、当時の食べ物を復元した「琉球

御膳」や埋葬の様子がわかる「石棺墓の半截模型」を設置している。 

各コーナーには時代ごとの沖縄の歴史と文化を遺跡、遺物を通して理

解できるよう解説している。 

２）体験学習室 

体験学習室は、見て、触れて、作る活動を通して、先人の知恵を体感す

ることを目的としている。 

まず、考古学の研究方法の一つである型式学による斧の形の移り変わ

りや、さまざまな土器のレプリカを通して理解することができる。また、

発掘調査の集大成である調査報告書を作成するまでの出土遺物の整理

（注記、実測、復元作業等）方法を学ぶことができる。 

今後とも、考古学に関するさまざまな体験学習ができるように、内容を

充実させていく。 

 

②企画展示 

１）発掘調査速報展 

当センターが前年度に行った発掘調査や分布調査の成果を、出土品の

展示や遺構の写真、解説パネルを用い、広くかつ迅速に公開する。 

２）企画展 

特定の考古資料や、特定の時期、地域をテーマにして、主な出土品を特

集した展示をおこなっている。 

３）重要文化財公開「首里城京の内跡出土品展」 

当センターには、国指定の重要文化財「首里城京の内跡出土陶磁器」518

点を所蔵している。貴重な重要文化財の価値を広く一般に公開するため、

テーマを設け企画展示する。 
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令和３年度 企画展一覧 

企画展名 開催期間 会場 

発掘調査速報２０２１ 
令和３年７月13日～10月６日 

（臨時休所：７月22日～９月30日） 
企画展示室 

海から見た沖縄戦－ US S

エモンズと日本軍特攻機

戦闘－ 

令和３年10月12日～令和４年１月９日 

（臨時休所：11月16日～12月１日） 
企画展示室 

 

③普及活動 

1）団体見学 

当センターは、学校や自治会などの団体見学を受け入れており、職員に

よる解説や指導、体験学習を行うことができる。令和３年度は６団体（113

名）を受け入れた。 

 

2）文化講座 

第 87 回文化講座「発掘調査速報 2021」 

日 時：令和３年７月 25 日（日） 

場 所：県立埋蔵文化財センター研修室 

講 師：玉城綾、照屋匠美、羽方誠、亀島慎吾（当センター職員） 

※新型コロナウイルス感染症拡大に伴う臨時休所のため中止 

 

第 88 回文化講座「沈没船から復元された USS エモンズと日本軍特攻機

の戦闘」 

日 時：令和３年 10 月 31 日（日） 

場 所：県立埋蔵文化財センター研修室 

講 師：片桐千亜紀（当センター職員） 

 

3） 体験学習 

       夏休み体験学習「土器作り」 

日 時：令和３年８月１日（日）、29 日（日） 

会 場：県立埋蔵文化財センター研修室 

参加者：小学生と中学生（小学校４年生以下は保護者同伴） 

講 師:当センター職員 

※新型コロナウイルス感染症拡大に伴う臨時休所のため中止 
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第３節 史料編集事業

沖縄県の先史から現代までの歴史を扱う「新沖縄県史」の編集・刊行を行うとともに、

沖縄と中国・東南アジア・朝鮮等との交流の歴史を示す第一級の資料である「歴代宝案」

の校訂本及び訳注本の編集・刊行を行っている。

新沖縄県史編集事業は平成５年度にスタートし、編集基本計画(平成27年最終改正)に基

づいて、史料調査を行うとともに、各論編・図説編・資料編・概説書・ビジュアル版等の

企画・編集・刊行業務を進めている。歴代宝案編集事業は平成元年度にスタートし、刊行

計画に基づき校訂本及び訳注本の刊行その他関連資料の編集・刊行業務を行っている。

平成24年度からは沖縄振興特別推進交付金（一括交付金）を活用し、「琉球王国外交文

書等の編集刊行及びデジタル化事業」により「歴代宝案」の編集・刊行業務を進めてい

る。また、同交付金を活用し、平成28年度から「近代沖縄史料デジタル化事業」を行って

おり、沖縄戦で焼失した近代沖縄の史料の収集と保存・継承及び利活用を図ることを目的

にインターネット公開の準備を進めている。

１ 編集委員会

１－１ 新沖縄県史

(1) 新沖縄県史編集委員会 ◎印は会長、○印は副会長

〔任期：令和２年６月１日～令和４年５月31日〕

◎ 吉 浜 忍 元沖縄国際大学教授

○ 宮 城 晴 美 元那覇市歴史博物館主幹

赤 嶺 政 信 琉球大学名誉教授

新 垣 安 子 女性史・移民研究者

狩 俣 繁 久 琉球大学名誉教授

久 万 田 晋 沖縄県立芸術大学芸術文化研究所所長

近 藤 健 一 郎 北海道大学大学院教授

里 井 洋 一 琉球大学名誉教授

高 良 倉 吉 琉球大学名誉教授

田 名 真 之 沖縄県立博物館・美術館長

豊 見 山 和 行 琉球大学名誉教授

鳥 山 淳 琉球大学教授

波 照 間 永 吉 名桜大学大学院教授

比 嘉 悦 子 沖縄県文化財保護審議会委員

前 泊 博 盛 沖縄国際大学教授

(2) 新沖縄県史専門部会 ◎印は部会長、○印は副部会長

① 刊行計画検討専門部会



- 230 -

〔任期：令和２年６月１日～令和４年５月31日〕

◎ 吉 浜 忍 元沖縄国際大学教授

○ 宮 城 晴 美 元那覇市歴史博物館主幹

里 井 洋 一 琉球大学名誉教授

高 良 倉 吉 琉球大学名誉教授

豊 見 山 和 行 琉球大学名誉教授

② 各論編 現代部会

〔任期：令和２年６月１日～令和４年５月31日〕

＊の委員は令和３年12月１日～令和５年11月30日

◎ 前 泊 博 盛 沖縄国際大学教授

○ 鳥 山 淳 琉球大学教授

仲 本 和 彦＊ 公益財団法人沖縄県文化振興会公文書管理課資料公開班長

宮 城 晴 美 元那覇市歴史博物館主幹

③ 各論編 言語部会

〔任期：令和２年８月10日～令和４年８月９日〕

＊の委員は令和２年６月１日～令和４年５月31日

◎ 狩 俣 繁 久＊ 琉球大学名誉教授

○ 仲 原 穣 琉球大学・名桜大学・沖縄国際大学等非常勤講師

下 地 賀 代 子 沖縄国際大学准教授

下 地 理 則 九州大学大学院准教授

當 山 奈 那 琉球大学准教授

④ 各論編 芸能部会

〔任期：令和２年10月１日～令和４年９月30日〕

＊の委員は令和２年10月１日～令和４年５月31日

◎ 比 嘉 悦 子＊ 沖縄県文化財保護審議会委員

○ 久 万 田 晋＊ 沖縄県立芸術大学芸術文化研究所所長

金 城 厚 東京音楽大学民族音楽研究所教授

鈴 木 耕 太 沖縄県立芸術大学准教授

三 島 わ か な 沖縄県立芸術大学非常勤講師

１－２ 歴代宝案

(1) ◎印は委員長、○印は副委員長歴代宝案編集委員会

〔任期：令和３年10月１日～令和５年９月30日〕

◎ 上 里 賢 一 琉球大学名誉教授

○ 都 築 晶 子 龍谷大学名誉教授
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赤 嶺 守 名桜大学特任教授

生 田 滋 大東文化大学名誉教授

井 上 秀 雄 沖縄県立芸術大学名誉教授

金 城 正 篤 琉球大学名誉教授

高 良 倉 吉 琉球大学名誉教授

田 名 真 之 沖縄県立博物館・美術館長

冨 田 千 夏 琉球大学附属図書館保存公開係長

豊見山 和 行 琉球大学名誉教授

西 里 喜 行 琉球大学名誉教授

濱 下 武 志 東洋文庫研究部長

夫 馬 進 京都大学名誉教授

渡 辺 美 季 東京大学大学院准教授

(2) 歴代宝案編集委員会（作業部会） ◎印は部会長、○印は副部会長

〔任期：令和３年10月１日～令和５年９月30日〕

◎ 赤 嶺 守 名桜大学特任教授

○ 田 名 真 之 沖縄県立博物館・美術館長

井 上 秀 雄 沖縄県立芸術大学名誉教授

上 里 賢 一 琉球大学名誉教授

金 城 正 篤 琉球大学名誉教授

高 良 倉 吉 琉球大学名誉教授

冨 田 千 夏 琉球大学附属図書館保存公開係長

豊見山 和 行 琉球大学名誉教授

西 里 喜 行 琉球大学名誉教授

２ 委員会の状況

２－１ 新沖縄県史

(1) 新沖縄県史編集委員会

日時：令和４年３月１日（火）～11日（金）

場所：書面審議（新型コロナウイルス感染症拡大防止のため）

内容：Ⅰ 議事

１ 報告事項

① 令和２年度新沖縄県史編集委員会報告

② 令和２年度刊行物及び令和３年度刊行物について

③ 令和３年度各専門部会及び編集協力会議について

・刊行計画検討専門部会

・各論編：現代、言語、芸能
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・ビジュアル版「沖縄戦」編集協力会議

④ 県史料有償頒布について

⑤ 「近代沖縄史料デジタル化事業」について

⑥ ベッテルハイム日誌日本語翻訳版刊行について

⑦ 広報活動について

⑧ 令和４年度予算について

２ 審議事項

① 各論編「現代」執筆者交代及びコラム追加の承認について

(2) 新沖縄県史編集専門部会

① 新沖縄県史刊行計画検討専門部会

第１回 日時：令和３年７月１日（木）15:00～17:00、Web会議

内容：第３次刊行計画及び第４次刊行計画（素案）について

各論編及び図説編の構成内容（案）について

第２回 日時：令和４年３月23日（水）15:00～17:00、Web会議

内容：第３次刊行計画の進捗状況について

第４次刊行計画（案）について

各論編・図説編の構成内容（案）及びﾋｱﾘﾝｸﾞ候補者について

② 各論編 現代部会

第１回 日時：令和３年５月18日（火） 9:00～12:00 Web会議

内容：提出原稿の検討

第２回 日時：令和３年６月29日（火） 9:00～12:00 Web会議

内容：提出原稿の検討

第３回 日時：令和３年８月12日（木）13:00～17:00 Web会議

内容：提出原稿の検討

第４回 日時：令和３年９月７日（火）13:15～17:00 Web会議

内容：提出原稿の検討

第５回 日時：令和３年11月10日（水） 9:00～12:00 Web会議

内容：提出原稿の検討

第６回 日時：令和３年12月15日（水） 9:00～12:00 Web会議

内容：提出原稿の検討

第７回 日時：令和４年１月18日（火） 9:00～12:00 Web会議

内容：提出原稿の検討

第８回 日時：令和４年２月２日（水） 9:00～11:00 Web会議

内容：提出原稿の検討
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③ 各論編 言語部会

第１回 日時：令和３年５月７日（金） 9:30～12:00 Web会議

内容：前年度の報告、執筆要領検討、目次及び執筆者表の確認

第２回 日時：令和３年７月９日（金）14:00～16:30 Web会議

内容：モデル原稿の確認、執筆要領の確認、執筆依頼の確認

第３回 日時：令和３年９月10日（金） 9:30～12:00 Web会議

内容：前回の会議報告、依頼原稿の執筆状況、モデル原稿の確認

第４回 日時：令和４年３月14日（月） 9:30～12:00 Web会議

内容：前回の会議報告、モデル原稿の確認、次年度予算状況の報告

④ 各論編 芸能部会

第１回 日時：令和３年７月26日（月）15:00～17:00 場所：Web会議

内容：定義・コンセプト、編集方針、内容構成等

第２回 日時：令和３年10月22日（金） 9:00～10:30 場所：Web会議

内容：＜古典・宮廷芸能＞構成案、＜民俗芸能＞構成案、

＜近現代の芸能（大衆芸能）＞構成案

第３回 日時：令和４年３月７日（月）15:00～17:00 場所：Web会議

内容：編集方針、構成案の検討課題

２－２ 歴代宝案

(1) 歴代宝案編集委員会

日時：令和４年２月４日（金）14：00～17：00

場所：沖縄県自治研修所８階特別研修室およびWeb会議

内容：１ 審議

① 宝案概説の作成方針について

２ 報告

① 訳注本および補遺編の進捗状況について

② 令和２年度刊行物及び令和３年度刊行物について

③ 琉球王国交流史・近代沖縄史料デジタルアーカイブの公開について

④ 校訂本のテキスト化方法について

⑤ 交流事業について

⑥ 普及事業について

(2) 歴代宝案編集委員会作業部会

第１回 日時：令和３年11月５日（金）9:30～12:00

場所：公文書館会議室及びWeb会議

内容：１ 審議

① 宝案概説の目次案について
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２ 報告

① 刊行物の進捗状況について

② 令和２年刊行物及び令和３年度予定刊行物

③ 琉球王国交流史デジタルアーカイブの試験運用について

④ 普及活動について

⑤ 中国第一歴史档案館との交流事業について

３ その他

第２回 日時：令和４年１月７日（金） 14:00～17:00

場所：沖縄県公文書館会議室及びWeb会議

内容：１ 審議事項

① 宝案概説の目次案について

② 校訂本のテキスト化方法について

２ その他

①普及活動について

②部会員より事由意見

３ 令和３年度刊行物・史料調査等

(1) 令和３年度刊行物一覧

①『沖縄県史だより』第31号（A4判、8頁、1,100部）

②『歴代宝案 訳注本 第15冊』（B5判、676頁、1,000部）

③『歴代宝案編集参考資料23 歴代宝案 訳註本第15冊 語注一覧表』

（A4判、454頁、1,000部）

④『沖縄県史 資料編26 ベッテルハイム日誌および公式書簡 partⅠ(1845-51)』

（B5判、784頁、800部）

⑤『沖縄史料編集紀要』第45号（B5判、102頁、1,100部）

(2) 史料調査収集事業及び交流事業

①-1 新県史資料調査収集事業

資料収集調査

※ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止。

①-2 新県史交流事業

中国第一歴史档案館より参考人招聘

※ 10月～11月の間に招聘を予定していたが、新型コロナウイルス感染症拡

大により中止。

② 琉球王国の交流史に関する史料調査収集事業（沖縄振興特別推進交付金事業）
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※ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止。

③ 近代沖縄に関する史料調査収集事業（沖縄振興特別推進交付金事業）

近代沖縄史料デジタル化事業にかかる資料調査

調査目的：昨年度に引き続き、植物標本に使用された新聞の中から戦前の沖

縄の新聞を探す。

調査期間：令和3年12月20日（月）～12月25日（土）

調査場所：高知県立牧野植物園及びオーテピア高知図書館

調 査 員：城間恒宏（指導主事）、納富香織（指導主事）、兼城夏芽（史料

編集業務員）、川満莉緒（史料編集業務員）

概 要：新聞資料16箱（１箱約600枚）約9,600枚の仕分けを行う。併せて

牧野植物園整理済み（目録あり）6箱、計22箱の調査を行った。

成 果：高知県立牧野植物園

①琉球新報（M38年7月18日1～4面、1面に「沖縄縣立高等女学

校之印」の印影あり）

②『琉球新報』明治34年12月27日 1-4面

③『琉球新報』明治42年4月20日 1-2面

④『沖縄朝日新聞』大正9年9月12日 1-2面

⑤『琉球新報』明治34年10月11日 1-4面

⑥『琉球新報』明治34年10月13日 1-4面

⑦『琉球新報』明治35年9月1日 1-4面

※うち④は新発見資料。他も国立国会図書館に所蔵があるが、

いずれも沖縄に原紙がないため貴重。

オーテピア高知図書館

同館所蔵の「中城文庫」資料19件を調査。そのうち６件で戦前

沖縄の新聞紙面や沖縄関係記事の切り抜きなどを確認、撮影を

行った。


